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「 航 海 王 」 中 所 見 的 領 導 力  

 

永 井  隆 之
*  

 

中 文 摘 要  

 

   漫 畫 《 O N E P I E C E （ 中 譯 ： 航 海 王 ）》 是 由 尾 田 榮 一 郎 創 作 ，

自 1 9 9 7 年 7 月 起 開 始 刊 載 於 《 週 刊 少 年 J U M P 》（ 集 英 社 出 版 ）

的 人 氣 漫 畫 作 品 。 日 本 國 內 累 積 發 行 量 於 2 0 1 7 年 1 0 月 正 式 突

破 4 億 3 0 0 0 萬 冊 。 同 時 臺 灣 在 2 0 1 4 年 7 月 也 舉 辦 「 航 海 王 特

展 」， 由 此 可 知 本 作 品 是 探 討 日 本 文 化 時 不 可 忽 略 的 對 象 。 如 同

主 角 魯 夫 經 常 在 劇 中 高 呼 「 我 要 成 為 航 海 王 」 一 般 ， 本 研 究 將

聚 焦 在 企 圖 成 為 故 事 架 構 中 擁 有 最 高 權 力 的 「 王 」 這 一 點 。 作

品 中 精 心 地 刻 劃 出 主 角 成 為 「 航 海 王 」 的 過 程 ， 不 單 單 只 是 描

述 角 色 們 ， 而 是 讓 生 活 在 現 代 社 會 中 的 讀 者 ， 也 能 認 同 並 理 解

主 角 之 所 以 能 夠 成 為 「 航 海 王 」 的 原 因 。 好 不 容 易 總 算 擁 有 民

主 主 義 之 普 世 價 值 的 現 代 日 本 社 會 中 ， 創 造 出 「 王 」 的 故 事 究

竟 具 備 了 何 種 架 構 ， 本 研 究 將 針 對 魯 夫 的 領 袖 特 質 進 行 剖 析 。  

 

 

關 鍵 詞 ： 航 海 王  O N E P I E C E  王 權 神 話  民 主 主 義  領 導 人  

 

                                                   
*國 立 政 治 大 學 日 本 語 文 學 系 副 教 授  
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The Leadership of “the Pirate King” 
 

N A G A I ,  Ryu j i *  

 

Abs t ra c t  

 

O N E  P IE C E  i s  O d a  E i i c h i r ō ’s  p o p u l a r  c o m i c  s e r i e s  f e a t u r i n g  

i n  We e k l y  S h ō n e n  J U M P m a g a z i n e  ( S yū e i s ya )  s i n c e  J u l y,  1 9 9 7 .  

I t s  t o t a l  c i r c u l a t i o n  i n  J a p a n  h a s  s u r p a s s e d  4 3 0  m i l l i o n  c o p i e s  o n  

O c t o b e r ,  2 0 1 7 .  S e e i n g  “ O N E  P I E C E  e x h i b i t i o n ”  w a s  h e l d  i n  

Ta i w a n  o n  J u l y  2 0 1 4 ,  O N E  P IE C E  h a s  b e c o m e  a  c o m i c  w o r k  w h i c h  

c a n n o t  b e  n e g l e c t e d  w h e n  r e g a r d i n g  J a p a n e s e  c u l t u r e .  

A s  w h a t  t h e  p r o t a g o n i s t  L u f f y  a l w a ys  c l a i m s  i n  t h e  s t o r y,  “ I ,  

w i l l  b e c o m e  t h e  K i n g  o f  P i r a t e s ! ” ,  t h i s  r e s e a r c h  f o c u s e s  o n  

L u f f y ’s  a i m  t o  b e c o m e  t h e  m o s t  p o w e r f u l  “ k i n g ”  i n  O N E  P IE C E  

w o r l d .  T h i s  c o m i c  s e r i e s  d e p i c t  t h e  p r o c e s s  o f  h o w  t h e  m a i n  

c h a r a c t e r  b e c o m e s  “ t h e  K i n g  o f  P i r a t e s ”  i n  a n  e l a b o r a t e  m a n n e r.  

B y d o i n g  s o ,  i t  p e r s u a d e s  n o t  o n l y  c h a r a c t e r s  i n  t h e  s t o r i e s  b u t  

r e a d e r s  i n  t h e  m o d e r n  w o r l d  w h y  t h e  p r o t a g o n i s t  h a s  b e c o m e  t h e  

a p p r o p r i a t e  f i g u r e  t o  b e  “ t h e  K i n g  o f  P i r a t e s . ”  I n  t h e  m o d e r n  

J a p a n  w h e r e  d e m o c r a t i c  v a l u e s  a r e  a t  l e a s t  s h a r e d  a n d  s u p p o r t e d ,  

w h a t  k i n d  o f  s t r u c t u r e  d o e s  a  s t o r y  o f  c r e a t i n g  a  “ k i n g ”  h a v e?  

T h i s  p a p e r  p a ys  a t t e n t i o n  o n  Lu f f y ’s  q u a l i t y  a s  a  l e a d e r.  

 

 

K e yw o r d :  K i n g  o f  P i r a t e s  ( t h e  P i r a t e  K i n g ) ,  O N E P IE C E ,  l e g e n d  

o f  m o n a r c h y,  d e m o c r a c y,  l e a d e r s h i p  

 

                                                   
* A s s o c i a t e  P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e ,  N a t i o n a l  C h e n g c h i  

U n i v e r s i t y.  
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「海賊王」のリーダーシップ 

永 井  隆 之 *

 

要旨  

 

漫 画『 ONEPIECE』は『 週 刊 少 年 ジ ャ ン プ 』（ 集 英 社 ）に て 1997

年 7 月 か ら 現 在 ま で 連 載 中 の 尾 田 栄 一 郎 作 の 人 気 漫 画 で あ る 。

日 本 国 内 累 計 発 行 部 数 は 2017 年 10 月 に は 4 億 3000 万 部 を

突 破 し て い る 。台 湾 で も 、2014 年 7 月 に は『 ONEPIECE 展 』が

開 催 さ れ て お り 、 日 本 文 化 を 語 る 上 で 無 視 で き な い 作 品 と な

っ て い る 。  

本 研 究 が 注 目 す る の は 、 主 人 公 ル フ ィ が 「 海 賊 王 に な る 」

と 常 に 発 言 し て い る よ う に 、「 海 賊 王 」と い う 物 語 世 界 に お け

る 最 も 強 力 な 「 王 」 を 目 指 し て い る 点 で あ る 。 本 作 品 で は 主

人 公 が 「 海 賊 王 」 に な る ま で の 過 程 が 丹 念 に 描 か れ て い る 。

そ れ は 物 語 に 登 場 す る キ ャ ラ ク タ ー た ち だ け で な く 、 現 代 社

会 に 生 き る 読 者 を 、 主 人 公 が 「 海 賊 王 」 に な る に 相 応 し い 人

物 と し て 説 得 、 理 解 さ せ る 試 み に も な っ て い る 。 曲 が り な り

に も 民 主 主 義 的 価 値 観 が 共 有 さ れ る 現 代 社 会 に お い て 、「 王 」

を 生 み 出 す 物 語 は 、 ど の よ う な 仕 組 み を 有 し て い る の か 。 今

回 は ル フ ィ の 「 海 賊 王 」 に 相 応 し い リ ー ダ ー と し て の 資 質 に

注 目 す る 。  

 

 

キ ー ワ ー ド :海 賊 王  ONEPIECE 王 権 神 話  民 主 主 義   

リ ー ダ ー シ ッ プ  

                                                   
*  国 立 政 治 大 学 日 本 語 文 学 科 准 教 授  
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「海賊王」のリーダーシップ 

 

永井  隆之  

 

1.はじめに  

漫 画『 ONEPIECE』は『 週 刊 少 年 ジ ャ ン プ 』（ 集 英 社 ）に て 1997

年 7 月 か ら 現 在 ま で 連 載 中 の 尾 田 栄 一 郎 作 の 人 気 漫 画 で あ る 。

日 本 国 内 累 計 発 行 部 数 は 2017 年 10 月 に は 4 億 3000 万 部 を

突 破 し て い る 。台 湾 で も 、2014 年 7 月 に は『 ONEPIECE 展 』が

開 催 さ れ て お り 、 日 本 文 化 を 語 る 上 で 無 視 で き な い 作 品 の 一

つ と な っ て い る 1。   

本 作 は 、 主 人 公 の ル フ ィ が 「 こ の 世 の す べ て を 手 に 入 れ た

者 の 称 号 」た る「 海 賊 王 」 に な る 夢 を 叶 え る た め に 、か つ て

の 海 賊 王 が グ ラ ン ド ラ イ ン の 最 果 て の 島 ラ フ テ ル に 残 し た と

い う 「 富 と 名 声 と 力 の ひ と つ な ぎ の 大 秘 宝 」 ワ ン ピ ー ス を 求

め て 、 ル フ ィ の 夢 に 共 感 し た 個 性 あ ふ れ る 仲 間 た ち 「 麦 わ ら

の 一 味 」（ ル フ ィ を 入 れ て 10 名 、2018 年 9 月 時 点 。以 下「 一

味 」 と 略 す 場 合 あ り ） と 大 波 乱 の 航 海 を 続 け る 冒 険 活 劇 で あ

る 。  

簡 単 に 一 味 の 者 た ち を 紹 介 し て お く 。【 モ ン キ ー ・ D・ ル フ

ィ 】 船 長 。 悪 魔 の 実 「 ゴ ム ゴ ム の 実 」 を 食 べ た ゴ ム 人 間 。 自

由 奔 放 な 性 格 。夢 は「 海 賊 王 に な る 」こ と 。【 ロ ロ ノ ア・ゾ ロ 】

剣 士 。「 三 刀 流 」の 使 い 手 。禁 欲 的 に 修 練 に 励 む が 、酒 に 目 が

な い 。 方 向 音 痴 。 夢 は 、 幼 い 頃 に 亡 く な っ た 友 人 ・ く い な に

                                                   
1  「 G U I N N E S S W O R L D R E C O R D N E W S  O F F I C I A L LY  A M A Z I N G」

h t t p : / / w w w. g u i n n e s s w o r l d r e c o r d s . j p / n e w s / 2 0 1 5 / 6 / o n e p i e c e 2 0 1 5 0 6 1 5  
（ 201 6 年 5 月 10 日 閲 覧 ）。  

「「 ON E  P I E C E」 累 計 発 行 部 数 4 億 3 00 0 万 部 突 破 ！ ル フ ィ と 同 じ 5

億 も 視 野 に 20 1 7 年 1 0 月 16 日 」『 コ ミ ッ ク ナ タ リ ー 』  

h t t p s : / / n a t a l i e . m u / c o m i c / n e w s / 2 5 2 9 7 1（ 201 8 年 8 月 1 6 日 閲 覧 ）。  

「 尾 田 栄 一 郎 監 修 ON E P I E C E 展 」 h t t p : / / o n e p i e c e - e x h i b i t . t w /（ 20 1 6 年 5

月 10 日 閲 覧 ）。  



「海賊王」のリーダーシップ 
 

59 

誓 っ た 世 界 一 の 剣 豪 に な る こ と 。【 ナ ミ 】天 候 の 予 測 と 海 流 の

把 握 に 長 け た 優 秀 な 航 海 士 。 金 目 の も の が 大 好 き 。 そ の 場 の

損 得 勘 定 に 基 づ く 駆 け 引 き が 上 手 。 夢 は 世 界 中 の 海 図 を 描 く

こ と 。【 ウ ソ ッ プ 】狙 撃 手 。弱 音 を 吐 く ネ ガ テ ィ ヴ な 性 格 。ウ

ソ を 言 う 癖 が あ る 。 夢 は 勇 敢 な 海 の 戦 士 「 狙 撃 の 王 」 に な る

こ と 。【 サ ン ジ 】コ ッ ク 。料 理 の 腕 は 超 一 流 だ が 、女 性 に 惚 れ

や す い 。 世 界 中 の 魚 が 集 ま る 伝 説 の 海 「 オ ー ル ブ ル ー 」 を 目

指 す 。【 チ ョ ッ パ ー 】船 医 。ト ナ カ イ 。悪 魔 の 実「 ヒ ト ヒ ト の

実 」 を 食 べ て 人 語 を 解 す 。 褒 め ら れ る と 照 れ て 悪 態 を つ い て

し ま う 癖 が あ る 。 夢 は 何 で も 治 せ る 医 者 「 万 能 薬 」 に な る こ

と 。【 ロ ビ ン 】考 古 学 者 。世 界 政 府 が 禁 ず る 古 代 文 字 の 解 読 を

唯 一 行 え る 者 。 悲 観 的 な 予 想 を 感 情 を 変 え ず に 呟 く こ と が あ

る 。 夢 は グ ラ ン ド ラ イ ン 最 果 て の 島 ・ ラ フ テ ル に あ る 「 真 の

歴 史 の 本 文（ リ オ・ポ ー ネ グ リ フ ）」を 解 読 し 、歴 史 の 謎 を 明

ら か に す る こ と 。【 フ ラ ン キ ー 】サ イ ボ ー グ の 船 大 工 。一 味 の

二 隻 目 の 海 賊 船 「 サ ウ ザ ン ド ・ サ ニ ー 号 」 を 作 る 。 人 情 話 に

涙 脆 い 兄 貴 分 な 性 格 。 夢 は 自 分 の 作 っ た 「 最 高 の 船 」 の 航 海

を「 海 の 果 て 」ま で 見 届 け る こ と 。【 ブ ル ッ ク 】音 楽 家 。一 度

死 ん だ が 悪 魔 の 実 「 ヨ ミ ヨ ミ の 実 」 で 骸 骨 の 体 で 蘇 生 。 自 虐

的 な 駄 洒 落 を 言 っ て し ま う 癖 あ り 。 カ リ ス マ シ ン ガ ー と し て

の 顔 を 持 つ 。 夢 は グ ラ ン ド ラ イ ン を 一 周 し た 後 に 鯨 の ラ ブ ー

ン と の 再 会 の 約 束 を 果 た す こ と 。【 ジ ン ベ エ 】魚 人 島「 リ ュ ウ

グ ウ 王 国 」出 身 の ジ ン ベ エ ザ メ の 魚 人 。元 王 下 七 武 海 (海 軍 に

公 認 さ れ た 有 力 海 賊 )に し て「 タ イ ヨ ウ 」の 海 賊 団 元 船 長 。「 魚

人 空 手 」 の 使 い 手 。 義 理 と 人 情 に 厚 い 親 分 肌 。 超 一 流 の 操 舵

手 。  

物 語 の 現 在 、 麦 わ ら の 一 味 は 成 長 を 遂 げ 、 最 高 権 力 「 世 界

政 府 」 に 属 す る 海 軍 、 そ れ に 認 可 さ れ た 七 人 の 海 賊 「 王 下 七

武 海 」、グ ラ ン ド ラ イ ン 後 半 の フ ロ ン テ ィ ア「 新 世 界 」の 四 人

の 大 海 賊「 四 皇 」、そ し て「 世 界 政 府 」を 打 倒 す べ く 活 動 す る
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「 革 命 軍 」 も 認 め る 一 大 勢 力 と な っ て い る 。  

本 研 究 が 注 目 す る の は 、 ル フ ィ が 「 海 賊 王 に な る 」 と 常 に

発 言 し て い る よ う に 、「 海 賊 王 」と い う 物 語 世 界 に お け る 最 も

強 力 な 「 王 」 を 目 指 し て い る 点 で あ る 。 本 作 品 で は 主 人 公 が

「 海 賊 王 」 に な る ま で の 過 程 が 丹 念 に 描 か れ て い る 。 そ れ は

物 語 に 登 場 す る キ ャ ラ ク タ ー た ち だ け で な く 、 現 代 社 会 に 生

き る 読 者 を 、 主 人 公 が 「 海 賊 王 」 に な る に 相 応 し い 人 物 と し

て 説 得 、 理 解 さ せ る 試 み に も な っ て い る 。 曲 が り な り に も 民

主 主 義 的 価 値 観 が 共 有 さ れ る 現 代 日 本 に お い て 、「 王 」を 生 み

出 す 物 語 は 、 ど の よ う な 仕 組 み を 有 し て い る の か 。 そ し て 、

そ の 「 王 」 と は ど の よ う な 性 格 を 有 す る も の な の か 。 本 研 究

は 『 ONEPIECE』 の 既 刊 分 の 物 語 を 内 容 の 変 更 不 可 能 な 史 料 と

見 な し 、こ れ を 現 代 社 会 の 求 め る「 王 を 生 み 出 す 物 語 」、現 代

の 王 権 神 話 と し て 読 み 直 す 試 み で あ る 。 今 回 は 主 人 公 ル フ ィ

の 「 海 賊 王 」 と な る に 相 応 し い リ ー ダ ー と し て の 資 質 に 注 目

す る 。  

こ れ ま で の 研 究 に お い て 、 ル フ ィ の リ ー ダ ー の 資 質 と し て

あ げ ら れ て い る 種 々 の 条 件 に は 、 一 部 に 事 実 誤 認 に よ る 修 正

が 必 要 な も の や 、 ル フ ィ 以 外 の 一 味 の 者 た ち に も 当 て は ま る

も の が あ る 。 そ れ で は 一 体 、 ル フ ィ 独 自 の リ ー ダ ー の 資 質 と

は 何 な の か 。そ の 独 自 性 に こ そ「 海 賊 王 」、現 代 社 会 に 相 応 し

い 「 王 」 に な る た め の 条 件 が 隠 さ れ て い る は ず で あ る 。  

本 研 究 の 検 討 対 象 は 、『 ONEPIECE』〈 ジ ャ ン プ コ ミ ッ ク ス 〉

1 巻か ら 90 巻 ま で の 既 刊 単 行 本（ 集 英 社 、1997 年 12 月 -2018

年 9 月 ） と し 、 テ レ ビ ア ニ メ 版 、 劇 場 版 、 他 言 語 翻 訳 版 な ど

を 含 ま な い こ と に す る 。  

 

2.ルフィのリーダーシップ  

こ れ ま で 様 々 な 専 門 分 野 に 基 づ き 、 様 々 な 観 点 か ら 研 究 や

評 論 が 重 ね ら れ て き た が 、ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ に つ い て 、
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種 々 の 条 件 を あ げ て 本 格 的 に 検 討 し て い る の は 、内 田 樹 2と 安

田 雪 3で あ る 。本 研 究 で は 、彼 ら の 指 摘 し た 内 容 に つ い て 物 語

に 即 し 検 討 し て い き た い 。  

2.1.無 邪 気 さ 、 食 欲 を 除 く 無 欲 さ  

「 無 邪 気 さ 、 食 欲 を 除 く 無 欲 さ 」 は 、 ル フ ィ が 麦 わ ら の 一

味 さ ら に は 世 界 の 中 心 と な り 得 る 「 空 虚 さ 」 を 構 成 す る 要 素

と し て 取 り 上 げ ら れ た も の で あ る (内 田 ,2014,pp.195-196)。  

ま ず 、「 無 邪 気 さ 」に つ い て は 、彼 だ け が そ れ が あ る よ う に

描 か れ て い る わ け で は な い こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 一 味 の

「 無 邪 気 さ 」 が わ か る 例 と し て は 、 彼 ら が ロ ボ ッ ト の 合 体 、

大 型 の ク ワ ガ タ 虫 、 船 の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 、 拾 っ た 木 の 棒 、

体 の 変 形 な ど 「 男 の 子 」 の 好 き そ う な 「 格 好 良 い 」 モ ノ を 見

て 「 キ ラ キ ラ 」 と 目 を 輝 か せ る シ ー ン が あ る (17巻,p.76;25

巻 ,pp.169-170;27 巻 ,p.169;45 巻 ,p.114;64 巻 ,p.180,pp.192-193;70

巻,p.93など)。 

一 味 の 者 た ち の 内 、 こ の 「 無 邪 気 さ 」 を 示 す 記 号 で あ る 目

の あ た り の 「 キ ラ キ ラ 」 は 、 ウ ソ ッ プ ・ チ ョ ッ パ ー な ど の 幼

さ を 残 す 「 男 の 子 」 キ ャ ラ ク タ ー を 中 心 に 見 ら れ る (同 前 )。

フ ラ ン キ ー の 場 合 、 そ の 格 好 良 さ を 体 現 す る ロ ボ ッ ト そ の も

の に な る (64 巻 ,p.180,pp.192-193;70 巻 ,p.93)。 サ ン ジ や ゾ

ロ も 彼 ら ほ ど で は な い が 、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の 木 材 を 喜 々

と し て 組 む 、皆 で ロ ボ ッ ト の よ う な 合 体 に 参 加 す る な ど 、「 男

                                                   
2  内 田 樹 「 解 説  街 場 の 『 ONE P I E C E』 論 ② ― 新 時 代 を 生 き 抜 く た め の

し な や か な コ ス モ ロ ジ ー 」 (尾 田 栄 一 郎 『 ONE P I E C E  S T R O N G  W O R D S

〈 下 巻 〉』 集 英 社 、 201 1 年 、 pp. 1 8 6 - 2 2 2 )、 内 田 樹 「 解 説  街 場 の

『 ONE P I E C E』 論 ③ ― 「 生 き る も の 」 の 側 に 与 し 続 け る と い う 真 理 」

(尾 田 栄 一 郎 『 ON E P I E C E  S T R O N G  W O R D S  2』 集 英 社 。 20 1 4 年 、

pp . 1 8 8 - 2 1 5 )。 な お 、 著 者 は フ ラ ン ス 文 学 専 攻 、 哲 学 研 究 者 。 京 都

精 華 大 学 人 文 学 部 客 員 教 授 。 主 著 書 に 『 日 本 辺 境 論 』（ 新 潮 新 書 、

20 0 9 年 ） な ど が あ る 。  
3  安 田 雪 『 ル フ ィ の 仲 間 力 』 (株 式 会 社 ア ス コ ム 、 20 1 1 年 )、 安 田 雪

『 ル フ ィ と 白 ひ げ  信 頼 さ れ る 人 の 条 件 』 (株 式 会 社 ア ス コ ム 、 201 2

年 )。 な お 、 著 者 は 社 会 学 者 、 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 研 究 者 。 関 西 大 学

社 会 学 部 教 授 。 主 著 書 に 『 実 践 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析  関 係 を 解 く 理 論

と 技 法 』（ 新 曜 社  2 0 0 1 年 ） な ど が あ る 。  
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の 子 」 の よ う な 無 邪 気 な 態 度 を 見 せ る 時 が あ る (27 巻,p.139; 

49 巻,p.34)。 一 方 、 女 性 の キ ャ ラ ク タ ー に そ の よ う な 「 無 邪

気 さ 」 は 表 現 さ れ て い な い 。 む し ろ 、 目 を 「 キ ラ キ ラ 」 さ せ

る 「 男 の 子 」 キ ャ ラ ク タ ー を 冷 や や か に 見 つ め る シ ー ン が あ

る ほ ど で あ る (49 巻 ,pp.35-36;64 巻,pp.192-193;70 巻 ,p.93)。

し た が っ て 、物 語 に お け る「 無 邪 気 さ 」は 、「 男 の 子 」の ジ ェ

ン ダ ー の 一 種 と し て 機 能 し て い る も の と 思 わ れ る 。 そ れ 故 、

「 海 賊 王 」 を 目 指 す ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ の 一 つ に 含 め る

わ け に は い か な い だ ろ う 。  

次 に 「 食 欲 を 除 き 無 欲 」 に つ い て も 再 考 が 必 要 で あ る 。 ル

フ ィ の 食 欲 が 特 に 肉 に 対 す る 欲 求 で あ る こ と (47 巻 ,p.185 な

ど )は さ て お き 、 先 述 し た 「 男 の 子 」 と し て の 「 か っ こ い い 」

も の に 対 す る 憧 れ や 、 後 述 す る 「 お も し ろ い 奴 」 を 集 め よ う

と す る 癖 、 そ し て 、 な ぜ か 船 の 先 端 に 銅 像 を 建 て よ う と す る

こ と (32 巻 p.134)な ど 、 種 々 好 奇 心 旺 盛 で あ り 、 彼 の 欲 が 食

欲 を 中 心 と す る こ と は 認 め る に し て も 、 そ れ だ け に あ る よ う

な 印 象 は 受 け な い 。 そ し て 若 干 の 性 へ の 関 心 も あ る よ う で あ

る 。 例 え ば 、 あ る 大 浴 場 に て 男 性 キ ャ ラ ク タ ー の 数 人 が 女 性

用 の 大 浴 場 を 覗 く シ ー ン 。 小 さ い 絵 な が ら 、 ハ ー ト マ ー ク を

周 囲 に 飛 ば す サ ン ジ に 比 べ 、 ル フ ィ は 目 を 丸 く し て い る 表 情

か ら 、 好 奇 心 程 度 の 関 心 が あ る こ と が わ か る (23 巻,p.163)。

お し な べ て 、 思 春 期 を 前 に し た 小 学 校 低 学 年 程 度 の 子 供 の 欲

が 想 定 さ れ て い る と 思 わ れ る 。  

他 の 一 味 の 者 た ち の 内 、 ル フ ィ と 同 じ く 「 男 の 子 」 キ ャ ラ

ク タ ー で あ る ウ ソ ッ プ 、 チ ョ ッ パ ー も ル フ ィ と 同 程 度 の 欲 を

有 し て い る と 思 わ れ る 。 た だ し 、 チ ョ ッ パ ー は 性 に は 無 関 心

の よ う で あ る 。 先 述 し た 風 呂 覗 き の シ ー ン で は ル フ ィ や ウ ソ

ッ プ と 異 な り 、 壁 の 上 で 寝 て い る よ う に 見 え 、 女 性 の 方 を 見

て い な い 。「 無 欲 」を い う な ら 、チ ョ ッ パ ー に こ そ 当 て は ま る

だ ろ う 。  
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食 欲 で は な い が 、 こ れ に 類 す る 単 一 欲 の 例 と し て は 、 サ ン

ジ の 女 性 に 対 す る 惚 れ っ ぽ さ (例 え ば 12 巻 ,p.156 な ど 。特 に

美 女 。 47 巻 ,p.185) や ナ ミ の 金 目 の 物 好 き ( 例 え ば 27

巻 ,p.119)な ど が あ げ ら れ る 。彼 ら の こ れ に 対 す る 執 着 は 事 あ

る ご と に 物 語 に 描 か れ て お り 、 単 一 欲 を 除 い て 無 欲 と い う な

ら 、彼 ら の こ と で は な い か と 思 わ れ る ほ ど で あ る (そ れ で も 彼

ら に 他 に 欲 が な い と い う わ け で は な い )。こ の よ う に「 食 欲 以

外 は 無 欲 」 は 、 そ の 設 定 自 体 に 問 題 が あ る と い え る 。  

2.2.自 ら の 自 由 (夢 の 追 求 )を 犠 牲 し て で も 他 者 に 無 限 責 任

を 有 す る (徹 底 的 に 他 者 を 救 済 す る ) 

 自 ら の 自 由 (夢 の 追 求 )を 犠 牲 し て で も 他 者 に 無 限 責 任 を 有

す る (徹 底 的 に 他 者 を 救 済 す る )性 格 は 、 内 田 、 安 田 共 に ル フ

ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ を 示 す 重 要 な 指 標 と し て 指 摘 さ れ て い る

(内 田 ,2014,p.215;  安 田 ,2012,pp.46-52)。し か し 、そ れ は ル

フ 以 外 の 麦 わ ら の 一 味 の 者 た ち に も 共 通 す る も の で あ る と 思

わ れ る 。 言 う な れ ば 、 彼 ら は 、 目 の 前 で 苦 し ん で い る 者 が い

れ ば こ れ を 放 置 で き ず 、 自 分 の 夢 や 自 由 を 犠 牲 に し て も 、 ど

ん な 強 敵 と 戦 う こ と に な っ て も 命 が け で 救 お う と し 、 ま た ど

ん な に 困 難 で あ っ て も 相 手 と の 約 束 を 守 り 、 か つ て 受 け た 恩

や 思 い に 命 が け で 報 い よ う と す る 、 つ ま り 、 自 分 と 関 わ り を

持 っ た 他 者 に 無 限 に 責 任 を 取 ろ う (徹 底 的 に 他 者 を 救 済 し よ

う )と す る 人 た ち の 集 ま り な の で あ る 。  

例 え ば 、 ゾ ロ は あ る 港 町 で 、 海 軍 大 佐 モ ー ガ ン の 息 子 ヘ ル

メ ッ ポ に 暴 力 を 受 け た 少 女 を 助 け た 替 わ り に 海 軍 に 捕 ま り 、

処 刑 さ れ そ う に な っ て い た（ 1 巻,pp.139-143）。ウ ソ ッ プ は 生

ま れ 故 郷 の 村 を 守 る た め に 、 村 人 に 知 ら せ ず に た っ た 一 人 で

海 賊 団 と 戦 お う と し た（ 4 巻 ,pp.26-27）。ま た 、サ ン ジ は か つ

て 命 が け で 助 け ら れ た 料 理 長 ゼ フ に 恩 返 し を す る た め 、 店 を

破 壊 し よ う と す る 海 賊 団 の 攻 撃 を ま と も に 受 け 続 け （ 5

巻 ,p.15）、 ナ ミ は 、 幼 少 期 に 魚 人 海 賊 の ア ー ロ ン に 育 て の 親
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ベ ル メ ー ル を 目 の 前 で 殺 さ れ た に も か か わ ら ず 、 村 人 の 命 を

守 る た め に そ の 海 賊 団 に 入 り 、 ア ー ロ ン に 命 じ ら れ る ま ま 海

図 を 描 き つ づ け た 過 去 が あ る（ 9 巻 ,p.165）。そ し て 、ロ ビ ン

は 幼 少 期 に 海 軍 に 母 親 と 島 民 を 殺 さ れ 、 自 身 も 指 名 手 配 を 受

け た 悲 し い 過 去 を 持 つ が 、 仲 間 と 信 じ る 一 味 を 守 る た め に 、

自 ら を 犠 牲 に し よ う と し た（ 38 巻 ,p.40）。フ ラ ン キ ー も か つ

て 自 分 の 軽 率 な 行 動 の せ い で 死 な せ て し ま っ た 船 大 工 の 師 匠

ト ム へ の 罪 滅 ぼ し に 、 自 分 の 夢 を 封 印 し 、 街 を 守 り 続 け て き

た（ 45 巻 ,pp.136-137）。ブ ル ッ ク も 肉 体 を 腐 ら せ 骨 だ け の 姿

に 蘇 り 、 五 十 年 間 暗 い 海 を 孤 独 に 彷 徨 い な が ら も 、 ク ジ ラ の

ラブーンとの再会を果たす約束を忘れずにいた(47 巻 ,pp.192-205)。

こ の 他 に も 本 作 品 に は 類 似 す る 大 小 の エ ピ ソ ー ド が 数 多 く 見

ら れ る 。  

か か る 彼 ら の 性 質 を 言 い 表 す 独 自 の 表 現 は 作 中 に 散 見 す る 。

例 え ば 、 他 者 を 守 る た め に 自 ら を 犠 牲 に す る 覚 悟 を 持 っ た 者

の意味として使われている「いい奴」がある（ 1 巻,p.81,pp.98-99;16

巻 ,p.86 等 ）。こ の「 い い 奴 」は 一 味 に 加 わ る 新 た な 者 た ち や 、

友 人 と な る 者 の 重 要 な 条 件 と な っ て い る (後 述 )。 こ の 他 に は

「 器 」 の 大 き さ （ 5 巻 ,p.62 な ど ） や 「 立 派 」（ 4 巻 ,p.32 な

ど ）、「 男 」(47 巻 ,p.192)と い う 言 い 方 も あ る 。こ れ ら は 必 ず

し も 一 味 の 者 だ け に 用 い ら れ て い る わ け で は な い が 、 自 ら の

犠 牲 を 厭 わ ず 他 者 を 徹 底 的 に 救 済 す る 者 に 対 し て 使 用 さ れ て

い る 。  

 こ の よ う な こ と か ら 、 自 ら の 自 由 (夢 の 追 求 )を 大 切 に し な

が ら も 、 こ れ を 犠 牲 し て で も 徹 底 的 に 他 者 を 救 済 す る と い う

性格は、ルフィのリーダーシップを示す彼の独占物ではなく、一 味 全

員 に 共 通 す る も の で あ っ た こ と が わ か る 。 こ の 一 味 が 「 上 下

関 係 が な く 」「 フ ラ ッ ト な 関 係 」 (安 田 ,2011,pp.123-124;安

田 ,2012,pp.61-66)に 基 づ く 組 織 で あ る よ う に 見 え る の は 、ル

フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ と い う よ り 、 彼 ら が も と も と 自 ら の 自
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由 (夢 の 追 求 )を 大 切 に し な が ら も 、 他 者 の 自 由 を 何 よ り も 尊

重 す る 性 格 を 共 有 し て い る か ら に 他 な ら な い 。  

2.3.他 者 に 偏 見 を 持 た な い  

ル フ ィ の「 他 者 に 偏 見 を 持 た な い 」性 格 に つ い て は 、内 田 、

安 田 と も に 指 摘 が あ る ( 内 田 ， 2011b,pp.192-193; 安

田 ,2011,pp.123-124;安 田 ,2012,pp.61-66)。 だ が 、 ル フ ィ は

他 者 に 偏 見 が な い と い う よ り 、 異 形 の 者 を 「 お も し ろ い 奴 」

と 思 え る 感 性 を 持 つ 。「 お も し ろ い 奴 」と い う 理 由 で 仲 間 に 入

れ よ う と す る 点 で 、 コ レ ク タ ー 的 感 性 が あ る (3 巻 ,pp.113-

115;49 巻 ,p.49;46 巻 ,p.132 な ど )。な お 、人 で な い 場 合 は 飼

お う と す る (46 巻 ,p.128,p.154 な ど )。ル フ ィ 以 外 の 麦 わ ら の

一 味 の 者 た ち に は 彼 の よ う に 異 形 の 者 を 「 お も し ろ い 奴 」 と

す る 感 性 は 見 ら れ な い 。 た だ し 、 チ ョ ッ パ ー な ど 「 男 の 子 」

キ ャ ラ ク タ ー が ロ ボ ッ ト な ど を 見 て 目 を 輝 か せ る 場 合 (前 述 )

は 別 で あ る 。 し か し だ か ら と い っ て 、 彼 ら が 異 形 の 者 に 偏 見

を 持 っ て い る か と い え ば 、 そ う と も い え な い 。  

例 え ば 、 ナ ミ は か つ て 「 人 語 を 解 す る 青 鼻 の ト ナ カ イ 」 と

し て 「 化 け 物 」 と 差 別 さ れ て い た チ ョ ッ パ ー に 初 め て 対 面 し

た際、何の偏見もなく、一味に入るよう誘っていた(16 巻 ,pp.76-77)。

そ し て 、 チ ョ ッ パ ー も 、 科 学 者 シ ー ザ ー に 人 体 実 験 さ れ 、 巨

大 化 し た 子 供 た ち に 同 情 し 、 何 と か 救 済 で き る よ う 尽 力 し て

い て い た (69 巻 ,pp.198-199)。ま た 全 身 が「 骨 だ け 」の ブ ル ッ

ク を ル フ ィ が 面 白 が っ て 、 一 味 に 加 え よ う と し た 時 、 そ の 姿

に 恐 が る 者 も い た が 、 ブ ル ッ ク が 他 者 と の 約 束 を 大 切 に す る

「 い い 奴 」 だ と 知 る と 、 一 味 は そ の 外 見 を 気 に す る こ と な く

直 ち に 仲 間 と し て 迎 え よ う と し て い る (47 巻 ,pp.192-205)。

ま た 、 彼 ら は シ ャ ボ ン テ ィ 諸 島 に お い て 人 々 か ら 差 別 さ れ て

い る と い う 魚 人 族 に 対 し て 何 ら 偏 見 を 持 っ て い な か っ た 。 む

し ろ サ ン ジ に 至 っ て は 、 魚 人 族 の 女 性 を 見 て 、 人 間 の 女 性 同

様 興 奮 し 、 そ れ が 過 ぎ て 鼻 血 を 噴 き 出 し て 倒 れ て し ま っ た ほ
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ど で あ る (62 巻 ,pp.111-112)。 ま た 魚 人 族 の ジ ン ベ エ は 一 族

の 禁 を 破 っ て 、 人 族 で あ る ル フ ィ へ の 輸 血 に 名 乗 り を あ げ て

い る (66 巻 ,pp.142-145)。 ル フ ィ は 確 か に 他 者 に 偏 見 を 持 た

な い が 、一 味 の 他 の 者 も 、彼 に 負 け ず 劣 ら ず 偏 見 を 持 た な い 、

あ る い は こ れ を 打 ち 破 る 者 た ち で あ る と い え る 。  

2.4.過 去 の 確 執 に 拘 ら な い  

こ の ル フ ィ の 「 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」 点 に つ い て は 、 安

田 の 指 摘 が あ る (安 田 ,2011,pp.81-84)。 確 か に ル フ ィ は い く

つ か の 例 で か つ て 敵 対 し て い た 者 を 許 し て い る 。 例 え ば 、 ア

ラ バ ス タ 王 国 の 乗 っ 取 り を 進 め て い た 王 下 七 武 海 の 一 人 ク ロ

コ ダ イ ル の 配 下 と し て 暗 躍 し て い た ロ ビ ン が 麦 わ ら の 一 味 に

加 え る よ う 求 め て き た 際 に 、 彼 が こ れ を 直 ち に 認 め た こ と は

そ の 最 た る も の で あ ろ う 。「 死 を 望 む 私 を あ な た は 生 か し た 。

そ れ が あ な た の 罪 。 私 に は 行 く 当 て も 帰 る 場 所 も な い の 。 だ

か ら こ の 船 に お い て 」と 言 う ロ ビ ン に 、「 何 だ 、そ う か 、そ ら

し ょ う が ね ェ な 。 い い ぞ 」 と 簡 単 な 返 事 で あ る 。 一 味 は 共 に

旅 を し た 王 女 ビ ビ を 苦 し め た 者 の 一 人 と し て ロ ビ ン の 加 入 に

反 対 す る が (女 性 に 惚 れ や す い サ ン ジ は 例 外 )、 ル フ ィ は 「 心

配 す ん な っ て 。 こ い つ は 悪 い 奴 じ ゃ ね ェ か ら 」 と 皆 に 受 け 入

れ を 求 め る 。 彼 女 も 直 ち に チ ョ ッ パ ー 、 ウ ソ ッ プ に は ロ ビ ン

の 「 ハ ナ ハ ナ の 実 」 の 能 力 を 用 い た 遊 び に よ っ て 、 ナ ミ に は

ク ロ コ ダ イ ル か ら 盗 ん だ 宝 石 を 提 供 す る こ と で 懐 柔 を は か る

(24 巻,pp.22-25,pp.28-39)。 こ の ロ ビ ン の 場 合 は 、 彼 女 が 、

ク ロ コ ダ イ ル に 一 度 敗 れ た ル フ ィ の 命 を 助 け て お り  (20 巻

pp.68-71)、ま た 、ロ ビ ン が 事 情 が あ っ て ク ロ コ ダ イ ル に 従 っ

て い た こ と を ア ラ バ ス タ 国 王 に 打 ち 明 け た 直 後 、 傍 に い た ル

フ ィ が 二 人 を 助 け 出 す な ど の 経 緯 が あ り (24 巻,pp.28-33)、ま

さ に ル フ ィ が 「 悪 い 奴 で は な い 」 と 言 う よ う に 、 既 に 単 純 に

敵 と は 言 い 難 い 人 物 と な っ て い た こ と に 留 意 す べ き で あ る 。

い わ ば ロ ビ ン は 物 語 の 過 程 で 一 味 加 入 の 条 件 、 苦 し む 他 者 を
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救 う こ と の で き る 「 い い 奴 」 で あ る こ と が あ る 程 度 証 明 さ れ

た 存 在 と い え る だ ろ う 。 そ し て 、 こ れ に 加 え て も う 一 つ 注 目

し な け れ ば な ら な い の は 、 彼 女 が 「 行 く 当 て も 帰 る 場 所 も な

い 」 と 自 ら が 窮 地 に あ る こ と を 打 ち 明 け て い る こ と で あ る 。

こ の こ と か ら 、 ル フ ィ の 「 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」 は 、 相 手

の 窮 地 を 知 る こ と に よ っ て 生 じ て い る 可 能 性 が あ る 。  

他 の 例 を み て み よ う 。 例 え ば 、 先 の エ ピ ソ ー ド の 後 、 ロ ビ

ン が 海 軍 の 秘 密 諜 報 機 関 CP９ に よ っ て 海 軍 の 裁 判 所 に 連 行

さ れ る 事 件 が 起 こ り 、 ル フ ィ た ち が 彼 女 を 救 出 す べ く 出 発 の

準 備 を 進 め て い た が 、 こ の 時 に 、 彼 女 と 同 じ く 連 行 さ れ た フ

ラ ン キ ー （ こ の 時 は 一 味 未 加 入 ） を 救 う た め に 、 彼 の 率 い る

フ ラ ン キ ー 一 家 が ル フ ィ た ち に 同 行 す る 許 可 を 求 め て く る こ

と が あ っ た 。 こ の フ ラ ン キ ー 一 家 は 以 前 、 ウ ソ ッ プ を 襲 い 、

一 味 の 財 産 を 奪 っ た 集 団 で あ り 、 い わ ば 一 味 と 敵 対 関 係 に あ

っ た 。 そ し て 、 一 味 は 彼 ら の せ い で 船 を 修 理 す る こ と も 新 た

に 購 入 す る こ と も で き な く な り 、 こ れ に 責 任 を 感 じ た ウ ソ ッ

プ が ル フ ィ と 対 立 、 決 闘 の 末 、 一 味 を 脱 退 す る 事 件 も 起 き て

い た の で あ る 。 そ れ 故 、 ナ ミ が 「 冗 談 じ ゃ な い わ 。 あ ん た た

ち が 私 た ち に 何 を し て き た か わ か っ て ん の 」 と フ ラ ン キ ー 一

家 を 非 難 し て い る の は 、 当 然 の こ と と い え る 。 だ が 、 そ れ で

も ル フ ィ は 彼 ら の 要 求 を 受 け 入 れ て し ま う 。 そ れ は 、 彼 ら が

「 ア ニ キ の 為 な ら 命 だ っ て 惜 し く な い 」。「 恥 を し の ん で 頼 ん

で る 」 と 叫 び 、 麦 わ ら の 一 味 に 許 さ れ る よ う な 立 場 で は な い

こ と を 自 覚 し つ つ も 、仲 間 を 助 け た い と の 一 心 か ら 、「 土 下 座 」

を し て ま で 懸 命 に 懇 願 し て き た か ら で あ る 。 こ の よ う な 、 い

わ ば 自 ら の 身 を 窮 地 に 置 く 姿 勢 を 示 し た か ら こ そ 、 ル フ ィ は

心 を 動 か さ れ 、彼 ら を 許 し 、手 を 組 む こ と に し た と 思 わ れ る 。  

以 上 二 つ の 例 か ら は 、「 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」者 が ル フ ィ

だ け で あ り 、 他 の 者 た ち は 過 去 の 確 執 に 拘 っ て い る か の よ う

に 見 え る 。 だ が 、 そ れ は 彼 ら が か つ て の 敵 に 対 し 個 人 的 な 恨
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み を 持 っ て い る と い う よ り 、 そ の 敵 に 仲 間 を 苦 し め た 過 去 が

あ り 、 こ れ に 対 す る 仲 間 へ の 同 情 か ら 、 容 易 に 許 す こ と が で

き な か っ た か ら と 考 え る べ き で あ る 。 そ れ 故 、 逆 に 仲 間 に 関

わ る 過 去 の 確 執 で は な く 、 自 分 の み の そ れ で あ れ ば 、 ル フ ィ

以 外 の 一 味 の 者 で あ っ て も 、「 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」事 例 が

出 て く る 。  

例 え ば 、 か つ て ゾ ロ は あ る 港 町 で た ま た ま 助 け た 少 女 の か

わ り に 海 軍 大 佐 モ ー ガ ン の 息 子 ヘ ル メ ッ ポ に 捕 ま り 、 処 刑 さ

れ そ う に な っ た 過 去 が あ っ た が (前 述 ）、 そ の 後 出 会 っ た ヘ ル

メ ッ ポ に 対 し て 全 く の 無 関 心 で あ っ た 。 逆 に ヘ ル メ ッ ポ が 自

分 か ら 名 乗 り 出 て 過 去 の 罪 状 を 説 明 し て も 思 い 出 せ な い 程 で

あ る (45 巻 ,pp.42-43)。ゾ ロ の 場 合 、「 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」

ど こ ろ か 、そ の 確 執 の 存 在 す ら 忘 れ て し ま っ て い る の で あ る 。

こ れ は こ の 確 執 が 自 分 に の み 関 わ る こ と だ か ら で あ ろ う 。 そ

れ 故 、 た い し た こ と で は な い と 彼 は 考 え 、 そ の 確 執 ご と 忘 れ

て し ま っ た と 思 わ れ る 。  

こ の 他 、 ナ ミ は 、 か つ て ア ー ロ ン の 海 賊 団 に 彼 女 の 育 て の

親 を 殺 さ れ た 過 去 が あ っ た が (前 述 )、 そ の 後 、 生 き 残 り の 元

幹 部 ハ チ を 許 し 、 彼 の 窮 地 を 救 っ て い る 。 当 初 、 一 味 は ハ チ

を ア ー ロ ン 海 賊 団 の 元 幹 部 と 同 一 人 物 で あ る と は 知 ら ず 、 た

ま た ま 出 会 っ た 人 魚 の エ イ ミ ー た ち か ら 、 彼 女 た ち を 助 け る

た め に 人 身 売 買 を 生 業 と す る 人 攫 い 集 団 に 捕 ら わ れ た ハ チ の

話 を 知 り 、 そ の 救 出 に 協 力 し よ う と し た 。 ハ チ の 姿 を 見 、 彼

が ア ー ロ ン 海 賊 団 の 元 幹 部 と 同 一 人 物 で あ る こ と が 判 明 す る

と 、 一 味 の 内 、 当 時 の 事 情 を 知 る ル フ ィ ら は 救 出 す る こ と を

止 め て し ま う 。 だ が そ の 後 、 一 人 救 出 に 向 か っ た エ イ ミ ー が

捕 ま っ た 後 、 ナ ミ が 「 ハ チ は 大 丈 夫 。 実 は 無 害 な 奴 だ か ら 」

と ハ チ と の 過 去 の 確 執 を 水 に 流 す 発 言 を し 、彼 を 許 し て い る 。

こ の ナ ミ の 一 言 を 契 機 に 、 ル フ ィ が ハ チ や エ イ ミ ー た ち を 救

出 す る こ と を 決 め る 。 ナ ミ が ハ チ を 許 し た の は 、 彼 が サ ン ジ
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の 問 い か け に 思 わ ず 正 体 を 明 か し て し ま う 正 直 さ を 示 し 、 さ

ら に 敵 に 捕 え ら れ な が ら も 身 を 挺 し て エ イ ミ ー た ち を 守 ろ う

と し た こ と 、 つ ま り 、 ハ チ が 他 者 を 救 う た め に 自 ら を 窮 地 に

置 く 姿 を ナ ミ に 見 せ た か ら で あ ろ う 。 こ れ は ル フ ィ が フ ラ ン

キ ー 一 家 を 許 し た 例 と 酷 似 し て い る (51 巻 ,pp.18-25）。  

ま た こ の 時 、 ハ チ と の 過 去 の 確 執 に 拘 っ て い た の は 、 ル フ

ィ 、 ゾ ロ 、 サ ン ジ 、 ウ ソ ッ プ ら か つ て ア ー ロ ン と 戦 っ た 者 た

ち で あ る 。 こ の 時 、 ル フ ィ は 「 何 だ 、 お 前 だ っ た の か 、 は っ

ち ん て い う タ コ 焼 き 屋 は 。 ア ー ロ ン と こ の タ コ ッ パ チ 、 そ う

と わ か り ゃ 、 お れ 達 は お 前 な ん か 助 け ね ェ ぞ 」 と ま で 言 っ て

い る (51 巻,p.20）。彼 ら が 過 去 の 確 執 に 拘 っ た の は 、個 人 的 恨

み か ら で は な い 。 か つ て ハ チ に ナ ミ を 苦 し め た 過 去 が あ り 、

そ の 彼 女 に 同 情 し た か ら で あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 過 去 の 確

執 に 拘 る の は ル フ ィ も 例 外 で は な か っ た こ と が わ か る 。  

も う 一 つ 、 ル フ ィ が 過 去 の 確 執 に 拘 る 例 が あ る 。 そ れ は フ

ラ ン キ ー に 対 し て で あ る 。 彼 の 子 分 に 対 し て は 、 彼 ら が フ ラ

ン キ ー 救 出 の た め に 自 ら を 窮 地 に 置 き 、 助 力 を 請 う て 来 た の

で 許 し た (前 述 )、 だ が フ ラ ン キ ー に 対 し て は 、 彼 か ら や や 高

圧 的 に 一 味 に 助 勢 す る と 言 わ れ た せ い か 、「 お れ は ま だ ウ ソ ッ

プの事、根に持ってんだからな」と許さなかった(41 巻 ,p.221)。こ

れ も 自 分 の 事 で は な く て 、 か つ て フ ラ ン キ ー に 襲 撃 さ れ た ウ

ソ ッ プ に 同 情 し 、 さ ら に フ ラ ン キ ー に 自 ら を 窮 地 に 置 く よ う

な 態 度 が 見 ら れ な か っ た こ と か ら 、 過 去 の 確 執 に 拘 っ た と 見

る べ き だ ろ う (こ の 他 に も 類 似 の エ ピ ソ ー ド が あ る が 略 す )。  

こ の よ う に 一 味 に は 、 か つ て の 敵 が 追 い 詰 め ら れ た 窮 地 に

あ る 場 合 、 過 去 の 確 執 に 拘 ら ず 、 こ れ を 許 し 、 救 う 傾 向 に あ

り 、 ま た 逆 に 、 そ の 確 執 が 仲 間 や そ れ に 類 す る 者 た ち の 苦 し

み を 伴 う も の で あ れ ば 、 そ の 者 に 同 情 し て こ れ に 拘 る と い う

傾 向 が 見 出 せ る 。 ル フ ィ も 例 外 で は な い 。 こ れ は 一 味 が 皆 、

自 分 の こ と は さ て お き 、 他 人 の 心 配 ば か り を す る 極 端 に 利 他
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的 な 性 格 を 有 し て い る こ と と 深 い 関 係 が あ ろ う 。こ の 性 格 は 、

窮 地 に あ る か つ て の 敵 を 許 し こ れ を 救 う 気 持 ち に も 、 や は り

か つ て そ の 敵 に 苦 し め ら れ た 仲 間 の こ と を 思 い 許 せ ず に い る

気 持 ち に も 作 用 す る 。 そ れ が ど ち ら か に な る か は 、 か つ て 敵

だ っ た 者 の 態 度 や 状 態 、 そ の 敵 に 苦 し め ら れ た 者 の 許 し の 有

無 や 被 害 の 度 合 い 、 そ の 者 と の 親 疎 の 度 合 い な ど に よ っ て 決

ま る も の と 思 わ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 「 過 去 の 確 執 に 拘 ら

な い 」こ と は 、ル フ ィ だ け に 当 て は ま る も の で は な く 、ま た 、

彼 す ら も そ う で な い 場 合 が あ る の で 、 彼 の リ ー ダ ー シ ッ プ を

示 す 条 件 と し て は 適 当 で は な い と 思 わ れ る 。  

2.5.仲 間 選 び ・ 人 材 登 用 に お け る 主 導 性  

仲 間 選 び ・ 人 材 登 用 に お け る ル フ ィ の 主 導 性 に つ い て 。 内

田 が 言 う よ う に 、確 か に ル フ ィ が 人 物 を 評 価 す る 場 合 、「 外 形

的 に ど れ だ け 醜 悪 で あ ろ う と も 、 敵 対 的 な 形 を し て い よ う と

も 」、そ れ に 拘 る こ と は な い (内 田 ,2014,pp.204-205)。彼 は「 偏

見 を 持 た な い 」ど こ ろ か 、む し ろ 異 形 の 外 形 が「 お も し ろ い 」

評 価 の 対 象 と な る 場 合 す ら あ る 。 実 際 、 物 語 で は ル フ ィ が 偶

然 会 っ た 者 を 「 お も し ろ い 」 と 思 い 、 一 味 に 勧 誘 す る シ ー ン

が い く つ か 描 か れ て い る 。  

だ が 、 そ れ だ け で は 麦 わ ら の 一 味 の 全 員 か ら 反 対 に 合 い 、

人 材 登 用 は 完 成 し な い 。 そ の 採 用 に あ た っ て は 彼 の 独 断 で は

な く 、 一 味 の 承 認 が 必 要 で あ る 場 合 が 多 く 見 ら れ る 。 内 田 ・

安 田 共 に ル フ ィ の 主 導 性 を 強 調 す る あ ま り こ の こ と に 言 及 す

る こ と が な い (内 田 ,2014,pp.204-205;安 田 ,2012,pp.66-68)。

ま た 、 こ の 仲 間 選 び に あ っ て 、 ル フ ィ や 一 味 の 者 た ち が 最 も

重 視 す る の は 、 異 形 の 「 お も し ろ い 奴 」 で は な い 。 安 田 が 物

語 に 即 し て 指 摘 す る よ う に 「 他 人 を 大 事 に で き る 」「 い い 奴 」

か ど う か で あ る (安 田 ,2011,pp.72-79)。 こ れ は 、 一 味 の 他 の

者 た ち が 異 形 の 者 に 偏 見 が あ る か ら で は な い (前 述 )。 彼 ら が

「 い い 奴 」で あ る こ と を 重 視 す る の は 、彼 ら に 共 通 す る 性 格 、
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自 ら の 自 由 (夢 の 追 求 )を 犠 牲 し て で も 、 徹 底 的 に 他 者 を 救 済

す る 性 格 に 基 づ い て い る 。 新 た に メ ン バ ー に 加 わ る 者 に 対 し

て こ の 性 格 を 求 め る の は 至 極 当 然 の こ と と い え る だ ろ う 。  

例 え ば 、 ゾ ロ の 場 合 は 、 あ る 港 町 で 出 会 っ た 少 女 を 守 る た

め に 海 軍 に 捕 ま っ て い た と こ ろ を ル フ ィ に 「 い い 奴 」 だ と 見

込 ま れ る 。 そ し て 、 命 を 助 け る こ と と 引 き 換 え に 一 味 に 入 る

こ と に な っ た （ 1 巻 ,pp.100-103,pp.139-143）。  

ウ ソ ッ プ の 場 合 は 、 村 を 守 る た め に 共 に 戦 っ た 過 程 で ル フ

ィ か ら 「 器 の 大 き さ 」 を 認 め ら れ 、 そ の 戦 い の 後 、 ル フ ィ だ

け で な く ゾ ロ か ら も 「 も う 仲 間 だ ろ う 」 と 言 わ れ 、 い つ の 間

に か 一 味 に 加 入 す る こ と に な っ た (4巻,pp.26-27;5 巻 ,pp.60-

62,p.121）。そ の 後 、彼 は 船 の 処 遇 を 巡 っ て ル フ ィ と 対 立 し 決

闘 の 末 、 一 度 一 味 を 脱 退 す る (前 述 )。 そ の 後 、 紆 余 曲 折 を 経

て 再 度 加 入 し よ う と す る が 、 こ れ に 当 初 、 ル フ ィ は チ ョ ッ パ

ー と 共 に 喜 ん だ が 、 ゾ ロ が ウ ソ ッ プ に ケ ジ メ を つ け さ せ る た

め に 謝 罪 が 必 要 で あ る と 説 き 、こ れ に サ ン ジ が 賛 意 を 示 す と 、

ル フ ィ も 他 の 者 た ち も こ れ に 従 っ た 。 そ れ 故 、 ウ ソ ッ プ は 自

発 的 に 皆 に 謝 罪 す る ま で 帰 参 を 許 さ れ な か っ た の で あ る (35

巻 ,pp.70-125;45 巻 ,pp.150-153,pp.160-167)。  

チ ョ ッ パ ー の 場 合 は 、 ル フ ィ よ り も ナ ミ が 先 に 勧 誘 し て い

る (前 述 )。 そ し て ル フ ィ は サ ン ジ と 共 に 、 チ ョ ッ パ ー が 喋 る

ト ナ カ イ で あ る こ と か ら が 「 お も し ろ い 」 と 感 じ 、 さ ら に 鳥

の 親 子 の い る 巣 を 守 る た め に 冬 に も 関 わ ら ず 扉 を 開 け 放 し し

て い た こ と を 知 り 、「 い い 奴 」だ と 理 解 す る 。そ し て 一 味 と 共

に 戦 い 、 そ の 後 、 ル フ ィ か ら 誘 わ れ 一 味 に 加 入 し て い る (16

巻 ,pp.82-86;17 巻 ,pp.61-62;17 巻 ,pp140-145)。  

ナ ミ の 場 合 は 、 ゾ ロ 、 サ ン ジ 、 ウ ソ ッ プ が 、 ナ ミ が 村 を 守

る た め に 敢 え て ア ー ロ ン 海 賊 団 の 傘 下 に 入 っ た こ と を 知 り 、

「 い い 奴 」 と 理 解 す る こ と で 、 ル フ ィ と 共 に ア ー ロ ン た ち と

決 闘 す る こ と を 決 め 、 そ の 後 、 ル フ ィ の 呼 び か け に よ っ て ナ
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ミ は 一 味 に 加 入 す る (9 巻 ,pp.168-205)。  

ロ ビ ン の 場 合 は 、 本 人 自 ら が 一 味 に 加 入 を 求 め て 、 ル フ ィ

か ら 「 悪 い 奴 じ ゃ な い 」 と 言 わ れ 許 可 を 得 た 後 、 他 の 者 た ち

の 好 む 方 法 で 懐 柔 し 、 仮 に 一 味 に 受 け 入 れ ら て い る (前 述 )。

そ の 後 、 ロ ビ ン が 一 味 を 抜 け 、 世 界 政 府 の 秘 密 諜 報 機 関 CP9

に 連 行 さ れ る が 、 後 で 皆 は そ れ が ロ ビ ン の 一 味 を 守 る た め の

自 己 犠 牲 だ っ た こ と を 知 り 、 ロ ビ ン が 仲 間 思 い の 「 い い 奴 」

で あ る こ と が 深 く 認 識 さ れ る (38 巻 ,pp.32-83,pp.108-145)。

そ し て 、 ロ ビ ン を 救 う た め 、 一 致 団 結 し 海 軍 の 司 法 の 島 に 戦

い を 挑 み 、 決 戦 の 場 に て 居 並 ぶ 敵 と こ れ に 捕 ら え ら れ た ロ ビ

ン と 対 峙 す る 。 こ こ に 至 り ロ ビ ン を 取 り 戻 し て 一 味 と し て 改

め て 迎 え よ う と す る 雰 囲 気 が か つ て な い 程 に 高 ま り 、 ル フ ィ

が 彼 女 に「 生 き た い と 言 え 」（ 一 味 と 共 に 生 き た い と 言 え ）と

呼 び か け 、 彼 女 も 「 生 き た い 。 私 も 一 緒 に 海 へ 連 れ て っ て 」

と 応 え る こ と で 、 彼 女 の 一 味 再 加 入 が 決 定 的 と な り 、 仲 間 と

し て の 連 帯 感 が 一 気 に 高 ま る (41 巻 ,pp.18-45,pp.194-205)。 

フ ラ ン キ ー の 場 合 、ロ ビ ン と 共 に 捕 ら え ら れ て い た 時 か ら 、

一 味 と 共 に 戦 お う と す る の で あ る が 、 ま だ ル フ ィ か ら 許 さ れ

ず (前 述 )、 戦 い の 後 、 フ ラ ン キ ー が 一 味 の 元 に 訪 れ (こ の 時 、

ル フ ィ は 寝 て お り 、ゾ ロ と ウ ソ ッ プ は 不 在 )、一 味 か ら 奪 っ た

金 で 強 力 な 木 材 「 宝 樹 ア ダ ム 」 を 購 入 し 、 自 ら 設 計 し た 船 を

作 り 、 こ れ を 一 味 に 「 乗 っ て っ て く れ 」 と 懇 願 す る こ と で 、

彼 ら か ら「 い い 奴 だ な あ 」と 認 め ら れ て い る (45 巻 ,pp.20-23)。

その後、ルフィからも「何だ、あいつ、いい奴なんじゃねェか 」と 評

価 を 改 め ら れ る (45 巻,p.94)こ と で 、フ ラ ン キ ー が 受 け い れ ら

れ る 素 地 が 整 う 。 最 後 は 亡 き 師 匠 ト ム へ の 贖 罪 の 意 識 を 捨 て

きれない彼を周囲が騙す形で、ルフィが迎え入れる(45 巻 ,pp.117-

147)。  

ブ ル ッ ク の 場 合 は 、 ル フ ィ が 最 初 そ の 彼 の 異 形 ぶ り を 気 に

入 り 「 お も し ろ い 奴 」 で あ る こ と を 理 由 に 、 一 味 に 勧 誘 し よ
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う と す る が 、 一 味 に は 「 勝 手 に 決 め る な 」 と 拒 絶 さ れ 、 さ ら

に ブ ル ッ ク に も 謝 絶 さ れ 失 敗 す る (46 巻 ,pp.48-65)。そ の 後 、

彼 が 一 味 も 遭 遇 し た こ と の あ る ク ジ ラ の ラ ブ ー ン と の 再 会 の

約 束 を 守 ろ う と し て い る 「 い い 奴 」 で あ る こ と が 明 ら か に さ

れ、一味にブルックを迎え入れる合意が生まれる(47 巻 ,pp.192-

205)。そこで、戦いが終わった後、ブルックから一味加入を求められ

たルフィはこれを直ちに了承するのである(50 巻 ,pp.149-155)。  

こ の よ う に 、 仲 間 選 び ・ 人 材 登 用 は 確 か に 船 長 で あ る ル フ

ィ が そ の 契 機 を 作 る こ と が 多 く 、 そ の 意 志 も 重 視 さ れ て い る

が 、そ れ に 勝 る と も 劣 ら ず 、他 の 者 た ち も そ の 契 機 に 関 わ り 、

そ の 意 志 が 重 視 さ れ て い る こ と が わ か る 。 仲 間 選 び は 、 ル フ

ィ が 発 見 す る「 お も し ろ い 奴 」が 契 機 と な る 場 合 が あ っ て も 、

こ れ だ け で 完 結 す る も の で は な く 、 そ の 者 が 「 い い 奴 」 で あ

る こ と が 絶 対 の 条 件 で あ り 、 そ の こ と を 一 味 が 知 り 、 十 分 理

解 す る こ と が 前 提 と な っ て い る の で あ る 。  

2.6.「 ど う ふ る ま っ て い い か わ か ら な い と き に 、 つ ね に 正 し

く ふ る ま う 能 力 」 (緊 急 時 に お け る 咄 嗟 の 判 断 力 ) 

「 ど う ふ る ま っ て い い か わ か ら な い と き に 、 つ ね に 正 し く

ふ る ま う 能 力 」 (緊 急 時 に お け る 咄 嗟 の 判 断 力 )が ル フ ィ に 備

わ っ て い る と す る の は 内 田 の 主 張 で あ る が 、 こ の 能 力 は 、 経

験 則 も 一 般 論 も 適 用 で き な い 状 況 で 正 し く ふ る ま う た め の 、

「 生 き る 知 恵 と 力 を 高 め る も の と そ う で な い も の 」 を 峻 別 で

き る 、 あ る 種 の 「 生 命 の セ ン サ ー 」 に よ っ て 発 揮 さ れ る と い

う 。麦 わ ら の 一 味 も ル フ ィ の 咄 嗟 の 判 断 に は 一 目 置 い て お り 、

後 々 に な っ て 彼 が 正 し か っ た こ と を 皆 が 知 る の で あ る と い う

(内 田 ,2014,pp.204-205)。 こ の 「 生 命 の セ ン サ ー 」 に よ る 正

し い 振 る 舞 い に つ い て 明 確 な 事 例 は 示 さ れ て い な い が 、 一 味

が ル フ ィ の 判 断 を 支 持 し て い る シ ー ン を ヒ ン ト に す る な ら 、

対 人 的 な も の 、 新 た に 一 味 に 入 る 者 に 求 め る 職 能 条 件 の 選 択

や 最 強 敵 の 選 択 の こ と を 述 べ て い る と 思 わ れ る 。  
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 ま ず 、 職 能 条 件 の 選 択 に つ い て は 、 ル フ ィ が 船 大 工 が 必 要

だ と 述 べ た と き 、 サ ン ジ か ら 「 た ま に 核 心 を つ く 」 と 評 価 さ

れ た 例 が あ る (32 巻 ,p.164)。し か し 、こ の よ う な 例 は こ れ 一

つ だ け で あ る 。例 え ば 、「 音 楽 家 」の 必 要 性 を ル フ ィ は か な り

早 い 段 階 か ら 主 張 し て い た が  (5 巻 ,p.135;32 巻 ,p.164)、 ナ

ミ か ら そ の 提 案 は 「 あ ん た 航 海 を 何 だ と 思 っ て ん の 」 と 却 下

さ れ て い る 。 ま た 、 コ ッ ク の 必 要 性 を 最 初 に 訴 え た の は ル フ

ィ で は な く 、 ウ ソ ッ プ で あ る 。 彼 は 「 船 上 で は 限 ら れ た 食 材

で 長 旅 の 栄 養 配 分 を 考 え ら れ る 海 の コ ッ ク 、 よ く よ く 考 え れ

ば 必 要 な 能 力 っ て わ け だ 」と 言 っ て い る (5 巻 ,p.146)。ま た 、

ナ ミ も 一 味 の 中 で 最 初 に チ ョ ッ パ ー と 出 会 っ た 際 に 、 船 医 と

し て 一 味 に 加 わ る よ う 勧 誘 し て い る (16 巻 ,pp.76-77)。 こ の

よ う に 一 味 の 新 た な 職 能 ニ ー ズ は ル フ ィ だ け で は な く 、 一 味

の 誰 か が 思 い つ き 、 皆 が そ れ に 賛 意 を 示 す こ と で 、 決 定 す る

傾 向 が 見 て 取 れ る 。 そ れ 故 、 新 た に 一 味 に 入 る 者 に 求 め る 職

能 条 件 の 選 択 に つ い て 、 ル フ ィ に 主 導 性 が あ る と は い え な い

し 、ま し て や 、そ れ が 緊 急 時 に 発 揮 さ れ る も の と も い え な い 。  

次 に 最 強 敵 の 選 択 に つ い て は 、 ル フ ィ が ク ロ コ ダ イ ル や ゲ

ッ コ ー モ リ ア (王 下 七 武 海 の 一 人 )と 真 っ 先 に 戦 お う と し た 際 、

サ ン ジ が 「 た ま に 核 心 を つ く 」 と 評 価 し て い る こ と が あ げ ら

れ る (18 巻 ,p.219;48 巻 ,pp.8-9)。た だ し 、それは緊急時に咄嗟

にひねり出した（あるいは思いついた）アイディアではない。この最

強敵の選択は、チョッパーが「ルフィはいつもおれ達を守ろうとして

強い敵と戦おうとしている」(44 巻 ,p.124)と 述 べ て い る よ う に 、

ル フ ィ の 平 素 か ら の 意 識 的 な 心 が け に 基 づ く も の で あ る 。  

そ も そ も 最 強 敵 と の 戦 い は 、 ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ に 関

わ る 重 要 事 項 で あ る 。 そ の こ と は 敵 と 戦 う 際 に ル フ ィ の 述 べ

た 台 詞 に 示 さ れ て い よ う 。「 お れ に は 強 く な ん か な く た っ て 一

緒 に い て ほ し い 仲 間 が い る か ら … 」「 お れ が 誰 よ り も 強 く な ら

な き ゃ そ い つ ら を み ん な 失 っ ち ま う 」 (40 巻 ,p.200)と 述 べ 、
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さ ら に 敵 に 対 し て 「 お 前 を 逃 が し た ら … 、 お 前 は 仲 間 達 を 殺

し に 行 く 。」「 俺 は お 前 か ら 目 を 離 さ ね ェ 」 (44 巻 ,p.35)と も

述 べ て お り 、 こ れ ら の 台 詞 か ら ル フ ィ が 仲 間 に 替 わ っ て 最 強

の 敵 を 倒 す こ と を 自 身 の 役 割 と し て 自 覚 し て い る こ と が 窺 え

る 。 こ の 彼 の 心 構 え こ そ が 徹 底 的 な 他 者 救 済 者 と し て 「 海 賊

王 に な る 」 こ と 、 そ し て 彼 と 一 味 の 者 た ち と の 結 び つ き を 維

持 す る こ と に 密 接 に 繋 が っ て い る と 思 わ れ る 。 こ の こ と は 後

で 改 め て 述 べ た い 。  

本 研 究 で は 、 ル フ ィ が 「 ど う ふ る ま っ て い い か わ か ら な い

と き に 、 つ ね に 正 し く ふ る ま う 能 力 」 が な い 、 と い う つ も り

は な い が 、内 田 の 説 明 で は 証 明 で き て い な い と 思 う の で あ る 。 

2.7.組 織 の 役 割 分 担 の 主 導 性  

組 織 の 役 割 分 担 に お け る ル フ ィ の 主 導 性 に つ い て 。 こ れ ま

で は 、 ア ー ロ ン と の 戦 い で ル フ ィ が 述 べ た 台 詞 「 お れ は 剣 術

を 使 え ね ェ ん だ 、 コ ノ ヤ ロ ー 。 航 海 術 も 持 っ て ね ェ し 、 料 理

も 作 れ ね ェ し 、 ウ ソ も つ け ね ェ 。 お れ は 助 け て も ら わ ね ェ と

生 き て い け ね ェ 自 信 が あ る 」 (10 巻 ,pp.181-182)に 基 づ き 、

ル フ ィ の 主 導 に よ っ て 彼 が 意 識 的 に 相 互 依 存 の 組 織 作 り を 行

っ て い る と す る 解 釈 が さ な れ て き た 。 具 体 的 に は 、 ル フ ィ は

自 ら の 「 弱 さ と 無 能 」 を 認 め る こ と で 、 麦 わ ら の 一 味 の 者 た

ち 一 人 一 人 に「 あ な た な し に は 生 き て い け な い 」「 だ か ら 生 き

続 け て ほ し い 」「 才 能 を 開 花 さ せ て ほ し い 」と い う メ ッ セ ー ジ

を 送 り 、 そ れ を 聞 い た 彼 ら の 「 私 は 頼 ら れ て い る 」 と い う 感

覚 に よ っ て 、 麦 わ ら の 一 味 に 「 強 い 被 ― 依 存 の 感 覚 」 を 乗 組

員 に も た ら し 、「 パ フ ォ ー マ ン ス の 爆 発 的 な 開 花 を 導 き 出 し て

い る 」 と い う (内 田 ,2011,pp.194-198)。 ま た 、 ル フ ィ の 「 自

分 の 弱 さ を 素 直 に 認 め る 強 さ の 表 現 」に よ っ て 、「 仲 間 の 能 力

を 讃 え 」 ら れ た 一 味 の 者 た ち は 、「 私 が い な け れ ば … 」「 お れ

が 助 け な け れ ば … 」 と ル フ ィ に 対 す る 信 頼 や 仲 間 で あ る と い

う 自 覚 を 深 め 、 皆 が 進 ん で 助 け 合 い 、 自 ら の 得 意 分 野 を 伸 ば
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し 、 成 長 し よ う と す る 、 と い う (安 田 ,2011,pp.98-101)。  

し か し 、 こ れ ら の 見 解 は 、 ル フ ィ の 組 織 作 り に お け る 主 導

性 を 過 度 に 認 め る 内 容 に な っ て お り 、 そ の こ と は こ れ ま で 指

摘 し て き た よ う に 、 ル フ ィ 以 外 の 麦 わ ら の 一 味 の 主 導 性 も 十

分 に 加 味 し な け れ ば な ら ず 、 再 検 討 を 要 し よ う 。 そ も そ も こ

の よ う な 台 詞 一 つ で 、 皆 の 結 束 力 が 高 ま る と か 、 相 互 依 存 の

組 織 が 作 れ る と か を 議 論 す る こ と は 、 実 証 性 が 乏 し い よ う に

感 じ ら れ る 。 そ れ よ り も 、 組 織 の 核 と な る よ う な 、 ル フ ィ と

一 味 の 者 た ち 一 人 一 人 を 結 び つ け る 求 心 的 な 軸 と な る 関 係 性

を 物 語 に 即 し て 明 ら か に す る こ と の 方 が 重 要 な の で は な い だ

ろ う か 。  

ま た 、 こ の 台 詞 の 解 釈 そ の も の に も 偏 り が あ る 。 こ の 台 詞

は 、 ル フ ィ が 剣 術 も 航 海 術 も 料 理 も で き な い し 、 ウ ソ も つ け

な い と 言 い 、 皆 に 頼 っ て い る こ と を 表 明 し て い る が 、 実 は そ

の 次 に 、 そ れ を 聞 い た ア ー ロ ン か ら 「 そ ん な プ ラ イ ド も ク ソ

も ね ェ て め ェ が 一 船 の 船 長 の 器 か 。て め ェ に 一 体 何 が で き る 」

と 問 わ れ 、 ル フ ィ が 「 お 前 に 勝 て る 」 と 宣 言 し て い る の で あ

る (10 巻 ,p.183)。こ こ に 注 目 す れ ば 、「 海 賊 王 」を 目 指 す 船 長

＝ リ ー ダ ー と し て 敵 グ ル ー プ 中 最 強 敵 と 戦 い こ れ を 倒 し 、 全

員 を 守 る 力 が あ る 、 つ ま り 一 味 の 中 で 一 番 重 要 な 役 割 を 担 っ

て い る と も 主 張 し て い る こ と が わ か る 。 こ の 台 詞 の 重 点 は ア

ー ロ ン に 対 し 発 せ ら れ た も の で あ る こ と か ら 最 後 の 部 分 に あ

る こ と は 間 違 い な い で あ ろ う 。 こ れ と 類 似 す る 台 詞 は 先 に も

紹 介 し た が (40 巻 ,p.200;44 巻 ,p.35 な ど )、 こ の よ う な 彼 の

方 針 は 、 ル フ ィ が 敵 と 戦 う 際 に 常 に 念 頭 に あ り 、 彼 の 意 識 す

る 重 要 な リ ー ダ ー シ ッ プ の 一 つ で あ る と 考 え ら れ る (前 述 )。

決 し て「 仲 間 が い る か ら 勝 て る 」(安 田 ,2011,pp.98-101)で は

な い 。 仲 間 の た め に 一 人 で 勝 て る 、 と い う も の で な け れ ば な

ら な い の で あ る 。  

確 か に 、 こ の 台 詞 の 解 釈 を ル フ ィ の 無 能 依 存 部 分 に 重 点 を
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お け ば 、 普 段 の 航 海 で は 一 味 の 者 た ち に そ れ ぞ れ 得 意 分 野 を

任 せ て 自 分 は 何 も で き な い 、 皆 の 助 け で な ん と か 旅 を つ づ け

て い ら れ る と い う 、 皆 へ の 感 謝 の 内 容 と い う こ と に な る が 、

そ れ は ル フ ィ だ け で な く 一 味 の 者 た ち に と っ て も 同 じ こ と で

あ り 、 ま さ に 全 員 が 日 々 痛 感 し て い る こ と で 、 互 い に 感 謝 し

合 う 性 質 の も の で あ ろ う 。  

そ も そ も 一 味 に お い て 、 も っ と も 重 要 な 依 存 は 、 危 機 に 陥

っ た 者 が 一 味 に 助 け を 求 め る 場 合 で あ り 、 そ の 者 と 一 味 と の

対 応 の あ り 方 に こ そ 、 こ の 組 織 の 性 格 が 如 実 に 表 れ て い る と

思 わ れ る 。そ の 意 味 す る と こ ろ は 、「 私 の た め に 生 き て ほ し い 」

(内 田 ,2011,pp.197-198)で は な く 、 む し ろ 「 私 の た め に 死 ん

で ほ し い 」 と 言 う に 近 い 。 そ れ は 彼 ら に と っ て 自 ら に 危 機 を

も た ら し た 敵 が あ ま り に 強 大 で あ り 、 そ の 支 配 が あ ま り に 絶

対 的 に 思 え る も の だ か ら で あ る 。 例 え ば 、 外 界 か ら の 情 報 を

遮 断 し て 税 を 払 わ ね ば 処 刑 す る と い う 恐 怖 政 治 に よ っ て 人 々

を 奴 隷 の よ う に 扱 っ た ア ー ロ ン (8 巻 ,p.129-11 巻 ,p.103)、多

種 多 様 な 能 力 を 有 す る エ ー ジ ェ ン ト と 虚 偽 の 情 報 で ク ー デ タ

を 起 こ さ せ 国 家 乗 っ 取 り を 図 っ た ク ロ コ ダ イ ル (18 巻 ,p.48-

23 巻 ,p.123)、 多 数 の 加 盟 国 が 属 す る 世 界 政 府 の 権 威 と 海 軍

の バ ス タ ー コ ー ル と い う 島 を 破 壊 す る ほ ど の 艦 隊 攻 撃 を 担 保

に 暗 躍 す る 秘 密 諜 報 機 関 CP9(34 巻 ,p.132-44 巻 ,p.205)、 人

の 影 (も う 一 つ の 魂 )を 奪 う こ と で 、 そ の 者 の 自 由 を 奪 い 、 そ

の 影 を 死 体 に 宿 す こ と で ゾ ン ビ 軍 を 組 織 し た ゲ ッ コ ー モ リ ア

(46 巻 ,p.48-50 巻 ,p.46)な ど 、 個 人 な ど 狙 わ れ れ ば 一 た ま り

も な い 勢 力 が 敵 と し て 現 れ 、 か つ て の 恩 人 や 故 郷 の 人 々 や 一

味 の 命 と 引 き 換 え に 、 自 ら に 従 う よ う 圧 力 を か け て く る の で

あ る 。 常 識 で 考 え れ ば 、 こ の よ う な 敵 か ら 自 ら を 救 済 し て く

れ る よ う 誰 か に 訴 え る こ と は 、 そ の 者 た ち に 自 分 の た め に 死

ん で ほ し い と 言 う に 限 り な く 近 い こ と に な る の で あ る 。  

そ れ 故 、 彼 ら は 、 ど れ だ け 苦 し く て も 救 済 を 求 め ず 、 む し
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ろ 大 切 な 他 者 を 守 る た め に 自 ら 犠 牲 と な る 道 を 選 ん で し ま う 。

幼 少 期 の ナ ミ が 言 っ た 台 詞 「 私 が 誰 か に 助 け を 求 め た ら 、 ま

た 人 が 傷 つ く か ら 、 そ ん な の 、 も う 見 た く な い も ん 」 (9

巻 ,p.165)、ブ ル ッ ク が 、自 分 の た め に 戦 う と 言 っ て く れ た ル

フ ィ に 言 っ た 台 詞「 あ な た 、本 当 に い い 人 で す ね 」「 さ っ き 会

っ た ば か り の あ な た 達 に 私 の 為 に 死 ん で く れ な ん て 言 え る ハ

ズ も な い 」 (46 巻 ,p.60)は こ の こ と を 象 徴 的 に 示 し て い る 。  

ま た 、 ル フ ィ に ナ ミ が 言 い 放 っ た 台 詞 「 何 よ 、 何 も 知 ら な

い く せ に 。 あ ん た に は 関 係 な い か ら 、 島 か ら 出 て け っ て 、 言

っ た で し ょ う 」(9 巻 ,p.199)、ロ ビ ン が 一 味 に 言 っ た 台 詞「 私

が あ な た 達 と 一 緒 に い た い と 望 め ば 望 む 程 、 私 の 運 命 が あ な

た た ち に 牙 を む く 。 私 に は 海 を ど こ ま で 進 ん で も 、 振 り 払 え

な い 巨 大 な 敵 が い る 。 私 の 敵 は 世 界 と そ の 闇 だ か ら 。 … 助 け

に 来 て 欲 し く も な か っ た 。 い つ か 落 と す 命 な ら 、 私 は 今 こ こ

で 死 に た い 」 (41 巻 ,pp.194-195)な ど は 、 一 味 を 突 き 放 す 冷

た い 言 葉 の よ う で あ る が 、 そ の 実 は 、 絶 望 に よ る 諦 め か ら 、

せ め て 一 味 だ け で も 守 ろ う と す る 自 己 犠 牲 の 精 神 か ら 出 た 言

葉 に 他 な ら な い 。 そ れ は 繰 り 返 し 言 う よ う に 、 彼 ら が 自 ら の

自 由 (夢 の 追 求 )を も 犠 牲 し て 他 者 を 救 済 し よ う と す る 、 つ ま

り 、 命 あ る 限 り 他 者 に 無 限 に 責 任 を 負 い つ づ け る 者 た ち で も

あ る か ら で あ る 。  

こ の よ う な 彼 ら に 自 ら の 救 済 を 求 め さ せ る に は 、 そ の 者 を

救 済 し よ う と す る ル フ ィ た ち も 命 が け で あ る 覚 悟 を 見 せ て い

く 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 最 後 ま で ア ー ロ ン に 騙 さ れ 、 村 を 救

う と い う 一 縷 の 望 み す ら 失 い 、 彼 の 海 賊 団 の マ ー ク を 象 っ た

腕 の 刺 青 を 消 そ う と 、 泣 き 叫 び な が ら 腕 に ナ イ フ を 何 度 も 突

き 刺 し た ナ ミ が 、 こ れ を 止 め た ル フ ィ に 呟 い た 「 助 け て 」 (9

巻 ,p.200)、国 の 誰 も を 傷 つ け な い よ う に 自 ら の 犠 牲 を 厭 わ な

い ビ ビ (ク ロ コ ダ イ ル に 乗 っ 取 ら れ よ う と し て い た ア ラ バ ス

タ 王 国 の 王 女 。一 時 期 一 味 と 共 に 旅 を し て い た 者 )に ル フ ィ が
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叫 ん だ「 お れ 達 の 命 く ら い 賭 け て み ろ よ 、仲 間 だ ろ う が 」(18

巻 ,p.222)、一 味 と と も に 生 き て い く と い う 望 み を 涙 も 鼻 水 も

垂 ら し て ロ ビ ン が 訴 え た 「 生 き た い 」 (前 述 )な ど 。 こ れ ら の

台 詞 は 、 ル フ ィ た ち 麦 わ ら の 一 味 が 敵 か ら 仲 間 を 救 う 最 終 決

戦 を 前 に 発 せ ら れ た も の で あ る 。 こ れ ら が こ れ ま で ず っ と 自

ら の 自 由 を 犠 牲 に し て き た 者 の 解 放 の 欲 求 を 爆 発 さ せ る 契 機

と な っ た こ と は い う ま で も な い 。  

そ し て 、 い ざ 仲 間 を 助 け る た め の 戦 い と な れ ば 、 一 味 は 死

力 を 尽 く し て 命 を 懸 け て 敵 を 倒 す ま で 戦 う 。 そ の こ と は 、 ウ

ソ ッ プ が ロ ビ ン に 語 っ た 台 詞 「 仲 間 の 犠 牲 の 上 に 生 か さ れ て

あ い つ ら が 喜 ぶ と で も 思 っ て ん の か 。 お 前 が 一 味 を 抜 け た 理

由 を 知 っ た あ い つ ら は 、 地 獄 の 底 で も 追 い か け て お 前 の 敵 を

ぶ ち の め す ぞ 」 (39 巻 ,p.51)に 象 徴 さ れ て い る 。 こ の 戦 い に

お い て 、 一 味 を 支 え て い る も の は 、 互 い に 命 を か け て で も 仲

間 を 助 け よ う す る 信 頼 の 感 情 ・ 精 神 的 自 立 だ け で あ る 。 料 理

が で き な い と か 、 ウ ソ が つ け な い と か 、 そ の よ う な こ と へ の

依 存 で は な い 。 ウ ソ ッ プ は 自 己 保 身 の た め の 死 ん だ ふ り を し

た (つ ま り ウ ソ を つ い た )自 ら を 恥 じ 、 ナ ミ の こ れ ま で の 無 念

や 仲 間 の こ と を 思 い 、 勇 気 を 振 り 絞 っ て 、 震 え る 足 を 漸 く 支

え な が ら 敵 前 に 立 っ た (10 巻 ,pp.114-119)。 ナ ミ は 片 方 の 足

の 甲 を 敵 の 針 に 貫 か れ な が ら 、 ビ ビ を 思 い 、 仲 間 の た め に 最

後 ま で 戦 い 続 け た (21 巻 ,pp.77-125)。戦 闘 力 が 弱 い 彼 ら で あ

っ て も 自 分 一 人 で 勝 つ ま で 戦 い 続 け る の で あ る 。「 敵 と 握 手 す

る 」(内 田 ,2011,p.191)と い う 選 択 肢 は ル フ ィ に も な い が 、彼

ら に も な い の で あ る 。 敵 に 戦 い 勝 つ こ と だ け が 、 絶 望 に 置 か

れ た 者 を 救 う 唯 一 の 手 立 て な の で あ る 。 そ の 命 が け の 一 人 一

人 の 責 任 感 が こ の 組 織 を 支 え て い る 。  

2.8.大 き な 夢 を 持 ち 、 皆 を 巻 き 込 む  

安 田 は ル フ ィ が 麦 わ ら の 一 味 か ら 信 頼 さ れ る 条 件 の 一 つ と

し て 、 彼 が 「 夢 を 掲 げ 皆 を 巻 き 込 む こ と 」 を あ げ る ( 安
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田 ,2011,pp.67-72;安 田 ,2012,pp.32-34)。 確 か に ル フ ィ の 夢

を 叶 え る た め の 航 海 が 、 一 味 各 々 の 夢 を も 叶 え る そ れ に な っ

て い る 構 図 は 、 グ ラ ン ド ラ イ ン に 入 る 手 前 の 海 で 一 味 が 各 々

の 夢 を 叶 え る こ と を 誓 う 場 面 (12 巻 ,pp.30-31)な ど か ら 読 み

取 れ る と こ ろ で あ る 。  

だ が 、一 味 各 々 の 夢 の 内 容 (本 稿 1.一 味 の 紹 介 の 箇 所 )を 具

に 考 慮 に 入 れ る と 、 本 当 に ル フ ィ の 夢 を 叶 え る た め の 航 海 が

皆 の 夢 を 叶 え る こ と に な る の か 、 実 は 疑 問 に 思 え る と こ ろ が

少 な く な い 。 例 え ば 、 ゾ ロ 、 ナ ミ 、 ウ ソ ッ プ 、 チ ョ ッ パ ー ら

技 能 系 の 夢 は ル フ ィ が 「 海 賊 王 に な る 」 前 に 叶 え ら れ る 可 能

性 が 十 分 に あ る も の で あ る 。 そ れ で も な お 一 味 の 者 た ち が ル

フ ィ の 夢 を 自 分 た ち の 「 夢 の 総 括 」 (安 田 ,2011,pp.67-72)だ

と 思 っ て い る と し た な ら 、 そ れ は ま た 別 の 意 味 が そ こ に 付 与

さ れ て い る と 想 定 し な け れ ば な ら な い で あ ろ う 。  

一 味 の 者 た ち 一 人 一 人 に と っ て 一 味 加 入 の 重 要 な 動 機 は ル

フ ィ た ち と 共 に 航 海 し 、 自 分 の 夢 を 叶 え る こ と に あ っ た 。 し

か し そ の 価 値 は 先 述 し た よ う に 、 物 語 に お い て 命 が け の 徹 底

し た 他 者 救 済 よ り も 下 位 に 位 置 づ け ら れ て い た 。  

だ が 、 そ の よ う な 彼 ら で あ っ て も 、 特 に 重 視 し て い る 夢 が

あ る 。そ れ が ル フ ィ の「 海 賊 王 に な る 」と い う 夢 で あ っ た（ 安

田 ,2011,pp.67-72;安 田 ,2012,pp.32-34）。  

そ も そ も ル フ ィ に と っ て 「 海 賊 王 」 と は ど の よ う な 存 在 な

の か 。そ の 手 が か り は 、ル フ ィ の 台 詞「 支 配 な ん か し ね ェ よ 。

こ の 海 で 一 番 自 由 な 奴 が 海 賊 王 だ 」（ 52 巻 ,pp.96-97）に あ る 。

こ の 台 詞 に 使 用 さ れ る「 自 由 」が 、「 支 配 」と い う 関 係 概 念 と

対 に な っ て い る こ と を 前 提 と す る な ら 、「 海 賊 王 」と は 誰 と で

も 自 由 で 対 等 な 関 係 を 築 け る 世 界 で 「 一 番 」 の 力 を 持 つ 者 、

最 強 か つ 究 極 の 他 者 救 済 者 と 解 釈 で き る 。  

そ の 証 拠 に 、 ル フ ィ は 敵 グ ル ー プ 中 の 最 強 敵 と 戦 う 際 、 苦

し む 人 々 を 救 済 す る た め に 戦 い な が ら 、「 海 賊 王 に な る 」と も
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宣 言 し つ つ 戦 っ て い る 場 合 が あ る (例 え ば 、ク ロ コ ダ イ ル と の

戦 い 。23 巻 ,pp23-24,pp.53-55）。こ の こ と か ら 、彼 に と っ て 、

救 済 対 象 者 を 守 る た め に 自 分 の 命 を か け 、 ど ん な 強 敵 で あ っ

て も 戦 う こ と は 、 自 身 の 夢 の 実 現 に 一 歩 近 づ く こ と を も 意 味

し て い る こ と が わ か る 。  

そ れ で は 、 一 味 の 者 た ち は 、 自 分 の 夢 の 実 現 と ル フ ィ の そ

れ と が 直 接 関 り が な い 者 も い る に も 関 わ ら ず 、 な ぜ ル フ ィ の

夢 を 重 視 す る の だ ろ う か 。 ま ず 考 え ら れ る の は 、 彼 ら に と っ

て ル フ ィ の 夢 が 自 ら の 理 想 と も な り 得 る も の で あ っ た か ら で

あ る 。 彼 ら は ル フ ィ と 同 様 、 命 が け の 他 者 救 済 を 志 向 す る 者

た ち で あ る (前 述 )。 そ の 彼 ら に と っ て 、 ル フ ィ の 目 指 す 「 海

賊 王 」 ＝ 究 極 か つ 最 強 の 他 者 救 済 者 は 、 理 想 そ の も の 、 真 の

夢 と な る も の で あ っ た に 違 い な い 。 彼 ら が 一 味 に 加 入 し た 時

点 で 、 彼 ら が 元 々 抱 い て い た 個 々 の 夢 は 、 他 者 救 済 を し 続 け

る ル フ ィ を 最 終 的 に 「 海 賊 王 」 に す る た め の 、 一 味 を 進 化 さ

せ る 、 他 の メ ン バ ー の 夢 と 有 機 的 関 連 を 持 っ た 個 人 の 成 長 目

標 へ と 既 に 変 化 し て い っ た と 思 わ れ る 。  

そ し て 、 も う 一 つ 、 一 味 の 者 た ち が ル フ ィ の 夢 を 重 視 す る

理 由 に つ い て 付 け 加 え て お く と 、 そ れ は 彼 ら に か つ て ル フ ィ

に 救 わ れ た こ と に 対 す る「 恩 返 し 」、報 恩 行 為 と し て 彼 の 夢 を

支 え た い と す る 意 識 が あ っ た か ら と 考 え ら れ る 。  

一 味 に 入 る 以 前 、 徹 底 的 な 他 者 救 済 の た め に 生 き る 自 由 を

奪 わ れ た 状 態 に あ っ た メ ン バ ー を 救 っ た の は 、 麦 わ ら の 一 味

で あ る が 、 最 終 的 に は ル フ ィ で あ る 。 彼 は 皆 を 守 る た め に 敵

グ ル ー プ 中 の 最 強 敵 と 戦 い 、 こ れ を 「 海 賊 王 に な る 」 と い う

信 念 で 撃 破 し 、 新 た な メ ン バ ー が 最 終 的 に 麦 わ ら の 一 味 に 入

る 環 境 を 作 っ て き た (1巻,pp.139-143;4巻,pp.26-32;7巻,pp.120-

124;9巻,pp.192-203;17巻,pp.61-62;41巻,pp.194-205等）。こ の こ と

か ら 、 新 た に 一 味 に 加 わ る 者 は 、 一 味 の 者 た ち の 内 、 最 強 の

守 護 者 で あ る ル フ ィ に 特 に 深 く 恩 を 感 じ 、 最 強 敵 を 倒 し た 彼
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の 「 海 賊 王 に な る 」 と い う 信 念 に 感 銘 す る こ と に な る と 思 わ

れ る 。 そ こ で 、 こ の 恩 を 返 す 行 為 、 報 恩 行 為 は 自 ら の 個 々 の

夢 に 関 わ る 得 意 能 力 を 生 か し 、 戦 い の 中 で あ る 一 定 の 役 割 を

担 う こ と で 、 命 が け の 他 者 救 済 を 続 け る ル フ ィ を 「 海 賊 王 」

に す る た め に 、 彼 ら も ま た 命 が け で 支 援 す る と い う 形 を と っ

て 現 れ る こ と に な ろ う 。例 え ば 、一 味 が 絶 体 絶 命 の 危 機 の 時 、

ゾ ロ が 敵 に 対 し て 、「 ル フ ィ は 海 賊 王 に な る 男 だ 」と 言 い 、彼

の 命 と 引 き 換 え に 自 ら の 命 を 敵 に 差 し 出 す 提 案 を し た こ と が

あ る が 、 こ れ は か か る 命 が け の 支 援 の 最 た る 例 で あ る （ 50

巻 ,pp.76-78）。  

彼 ら の 報 恩 行 為 は 、 そ れ が 彼 ら の 真 の 夢 の 実 現 と 結 び つ い

て い る 点 で 、 自 発 的 な も の で 、 喜 び の 対 象 で も あ る 。 そ れ は

ル フ ィ が 彼 ら と 共 に 徹 底 的 に 他 者 救 済 を 行 い 、 最 終 的 に 最 強

敵 と 戦 い 、 こ れ を 撃 破 し 皆 を 守 り 続 け 、 究 極 か つ 最 強 の 他 者

救 済 者 「 海 賊 王 に な る 」 こ と を 証 明 し 続 け る こ と で 維 持 、 増

幅 さ れ て い く も の で あ ろ う 。 そ の こ と は 、 ル フ ィ と の 冒 険 の

過 程 で 、 一 味 の 者 た ち が ル フ ィ に 替 わ り 、 彼 が 「 海 賊 王 に な

る 」に 相 応 し い 人 物 で あ る こ と を 発 言 す る 例（ 20 巻,p.198;50

巻 ,p.78;65 巻 ,p.186;69 巻 ,p.197;76 巻 ,p.87; 86 巻,p.96）

か ら も 窺 え る 。  

こ の よ う に 「 大 き な 夢 を 持 ち 、 皆 を 巻 き 込 む 」 と は 、 ル フ

ィ が 「 海 賊 王 に な る 」 夢 を 実 現 さ せ る 信 念 を 、 最 強 敵 に 勝 ち

皆 を 守 る こ と で 示 し 、 こ れ を 通 じ て 、 一 味 も ル フ ィ の 夢 が 自

ら の 真 の 夢 で あ る こ と を 確 信 し 、 そ の 夢 の 実 現 の た め に 、 彼

ら 個 々 の 夢 に 関 わ る 得 意 能 力 を 報 恩 の 手 段 と し て 自 ら 進 ん で

用 い て い く こ と に あ っ た の で あ る 。 一 味 が 事 あ る 毎 に 自 ら の

能 力 を 「 ル フ ィ の た め に 役 立 て た い 」 と 向 上 さ せ よ う と す る

の も そ の た め で あ る (そ の 最 た る 例 が 、 61 巻 ,pp.20-55;65

巻 ,p.124;70 巻 ,pp.24-25 等 ）。  
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3.まとめと展望  

 ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ に つ い て 、 こ れ ま で 指 摘 さ れ て い

る 条 件 の 内 、「 無 邪 気 さ 」 は 、「 男 の 子 」 の ジ ェ ン ダ ー と し て

の 性 格 が 強 く 、リ ー ダ ー の 資 質 と 呼 べ る よ う な も の で は な く 、

ま た 「 食 欲 な ど を 除 き 無 欲 」 は 、 ル フ ィ が 一 味 の 他 の 者 た ち

同 様 、 多 種 多 様 な 欲 を 有 し て い る こ と か ら 事 実 誤 認 で あ る こ

と が わ か っ た 。 そ し て 「 咄 嗟 の 時 の 直 感 力 」 は 、 該 当 す る 事

例 が な く 証 明 不 能 で あ り 、「 他 者 に 偏 見 を 持 た な い 」、「 (か つ

て の 敵 が 自 ら を 窮 地 に 置 く 場 合 )、 過 去 の 確 執 に 拘 ら な い 」、

「 自 ら の 自 由 (夢 )を 犠 牲 し て で も 徹 底 的 に 他 者 救 済 す る 」 性

格 な ど は 、 麦 わ ら の 一 味 に 加 入 で き る 「 い い 奴 」 の 基 本 条 件

と も い え る も の で 、 一 味 の 他 の 者 た ち に も 共 通 し て 見 ら れ る

も の で あ っ た 。 逆 に 言 え ば 、 麦 わ ら の 一 味 と は 、 一 人 一 人 が

組 織 の リ ー ダ ー に な れ る 器 を 有 す る 人 々 の 集 ま り で あ る と い

う こ と に な る 。 こ の よ う な 組 織 故 に 、「 仲 間 選 び ・ 人 材 登 用 」

「 組 織 の 役 割 分 担 」 な ど の 一 味 の 運 営 に つ い て 、 ル フ ィ の 主

導 性 ば か り を 強 調 す る の は 適 当 と は い え な い 。 ル フ ィ だ け で

は 適 正 に 対 処 し 得 な い 場 合 も あ り 、 一 味 の 者 た ち そ れ ぞ れ の

活 躍 や 機 転 に 助 け ら れ た り 、 一 味 全 体 の 同 意 を 得 た り す る 必

要 が あ っ た の で あ る 。  

そ し て 、 ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ に お い て 重 視 さ れ る 「 夢

を 掲 げ 皆 を 巻 き 込 む 」 こ と に つ い て は 、 一 味 の 者 た ち 個 々 の

夢 が 必 ず し も ル フ ィ の 「 海 賊 王 に な る 」 と い う 夢 に 含 ま れ る

も の で は な く 、 彼 同 様 徹 底 的 な 他 者 救 済 者 を 志 向 す る 一 味 の

者 た ち が 、 彼 の 「 海 賊 王 」 と い う 究 極 か つ 最 強 の 他 者 救 済 者

に な る こ と を 真 の 夢 と し て 共 感 し 、 か つ て 彼 に 「 海 賊 王 に な

る 」 信 念 を 以 て 最 終 的 に 救 済 さ れ た こ と へ の 報 恩 と し て 、 そ

の 夢 の 実 現 に 命 が け で 支 援 す る と い う も の で あ っ た 。 そ こ で

一 味 の 者 た ち の 個 々 の 夢 に 関 わ る 得 意 能 力 は 、 ル フ ィ の 夢 、

彼 ら に と っ て も 真 の 夢 で あ る 「 海 賊 王 に な る 」 た め の 構 成 要
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素 と な り 、 日 々 進 化 を は か る 対 象 と な っ た の で あ る 。  

ル フ ィ が リ ー ダ ー と し て で き る 唯 一 の こ と は 、「 海 賊 王 に な

る 」 信 念 を 以 て 最 強 敵 に 勝 ち 続 け 、 皆 の 自 由 の 最 終 的 な 守 護

者 と な り 、 一 味 を 維 持 す る こ と に あ る と 言 っ て も 過 言 で は な

い 。 ル フ ィ が 最 強 敵 に 勝 ち 続 け る こ と で 、 一 味 は 「 海 賊 王 に

な る 」 と い う 真 の 夢 の 実 現 に 希 望 を 持 ち 続 け 、 そ し て 日 々 の

戦 い の 中 で ル フ ィ に 恩 を 返 す 命 が け の 支 援 を 続 け る こ と が で

き る の で あ る 。「 勝 つ こ と 」「 強 い こ と 」 に 拘 ら な い ( 内

田 ,2011,pp.191-192)と い う の は 一 味 の 者 た ち は も ち ろ ん の

こ と 、ル フ ィ に と っ て も あ り 得 な い こ と で あ る 。本 研 究 で は 、

彼 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 最 重 要 項 目 と し て 、 こ の 「 麦 わ ら の 一

味 に と っ て の 共 通 の 夢 で あ る 「 海 賊 王 に な る 」 た め に 、 最 強

敵 に 打 ち 勝 ち 、 皆 を 守 り つ づ け て い く こ と 」 を あ げ た い 。  

 し か し 、 こ の ル フ ィ の リ ー ダ ー シ ッ プ に も 限 界 が あ る 。 彼

ら の 成 長 と 冒 険 の 深 化 に よ っ て 、敵 が 増 大 化 、強 大 化 す る と 、

ル フ ィ が 最 強 敵 に 勝 つ ど こ ろ か 、 こ れ と 対 峙 す る こ と す ら 難

し く な る 場 合 も 出 て く る か ら で あ る (例 え ば 、海 軍 大 将 黄 ザ ル

ら と の 戦 い で 皆 を「 救 え な い 」と 嘆 く ル フ ィ 、53 巻 ,pp.8-25)。

ま た 、 一 味 を 中 心 と し つ つ も 、 個 々 の 活 動 が 多 方 面 に な る な

ど し て 、 場 合 に よ っ て は 共 に 戦 え な い よ う な 場 合 も 生 じ て く

る (54 巻 ,p.30-59 巻 ,p.129;71 巻 ,p.8-80 巻 ,p.197 な ど )。そ

こ で 「 最 強 敵 に 打 ち 勝 ち 、 皆 を 守 る こ と 」 に 加 え 、 新 た に 必

要 と な る ル フ ィ の リ ー ダ ー の 資 質 が 必 要 と な っ て く る 。 そ れ

が 「 能 力 や 技 じ ゃ な い 、 そ の 場 に い る 者 た ち を 次 々 に 自 分 の

味 方 に つ け る 最 も 恐 る べ き 力 」(57 巻 ,p.182)と 呼 ば れ る も の

で あ ろ う 。 そ れ は 、 ル フ ィ 自 身 の 性 格 や 能 力 に 基 づ き な が ら

も 、 そ れ だ け で は 為 す 術 の な い も の 、 特 殊 な 家 族 関 係 、 数 奇

な 歴 史 的 運 命 、天 運 な ど に よ っ て も 人 々 か ら 助 け ら れ る 力 (57

巻 ,pp.99-205;58 巻 ,pp.8-201;59 巻 ,pp.8-129)、 ま さ に 神 が

か り 的 な も の を も 含 ん で い る 力 だ と 思 わ れ る 。  
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こ う い う 要 素 を 含 め た 「 そ の 場 に い る 者 を 次 々 と 味 方 に つ

け る 最 も 恐 る べ き 力 」 が 、 世 界 の 王 で あ る 「 海 賊 王 」 と な る

者 に は 必 要 な の で は な い だ ろ う か 。 こ こ に 、 個 人 的 な 信 頼 関

係 構 築 や 個 人 の 力 の 追 求 だ け で は た ど り 着 け な い 、あ る 意 味 、

他 者 と の 競 争 か ら 逸 脱 し た 特 別 な 存 在 と し て の 「 王 」 の 条 件

が あ る の で は な い か 。本 研 究 で は こ の よ う に 想 定 し て い る が 、

そ の 本 格 的 検 討 は 稿 を 改 め て 行 い た い 。  
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